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１．流山市教育振興基本計画  

 流山市教育委員会では、国や千葉県の教育振興基本計画をもとに、流

山市の総合計画に則り、平成２７年から平成３１年までを第１期とする

「流山市教育振興基本計画」（以下「基本計画」という。）を策定した。

本計画は、中期的な視野に立って、学校教育、生涯学習の各分野におけ

る基本的な理念や現状と課題等を明らかにして、施策を定め、より充実

した教育を推進しようとするもであった。  

 第２期基本計画については、令和２年度から令和６年度を期間とし、

第１期基本計画の評価をふまえ、児童生徒の増加、学校規模の拡大、社

会の変化に対応した学習指導要領の改訂等に対応しながらよりよい教育

の在り方を検討した。  

 これからの社会を担う子ども達のために学校・家庭・地域、そして行

政が互いに連携・協力し、流山市の教育が推進することを目的とし、併

せて、市民が心身ともに充実した人生を送るために、自らの意思で生涯

にわたって学習に取組み、自己を高める生涯学習を推進することを目的

とするもの。  

 

基本計画の基本理念  

Ⅰ学校教育【学びに向かう力と自立する子どもを育む】  

  流山市の学校教育においては、「生きる力」を育むという理念を踏ま

え、児童生徒一人一人が生き生きと学べる豊かな教育活動を実践する。

そして、子どもたちの可能性を引き出す教育の実現を目指していく。

また、流山市の子どもたちが自信を持ち、いろいろなことに挑戦し、

未来に活躍できる「自立・自律」した子どもが育つよう、流山の教育

を推進する。  

 

Ⅱ生涯学習【豊かな人生と文化芸術を創造するまちづくり】  

  生涯学習においては、豊かな人生につながる生涯学習の推進と文化

芸術の醸成・歴史の継承、スポーツの振興を目指して、市民の学習要

求に応える機会と場を提供していく。そして、地域の環境づくりとと

もに、文化芸術・歴史・スポーツに親しむ機会の創造のために、事業

を推進する。  
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２．流山市教育委員会教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価について  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定によ

り、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について、点検及び評価を行うことが義務付けられており、その際、教

育に関し学識経験を有する方の知見の活用を図ることとされている。  

 本市教育委員会においてもこの規定にもとづいて点検・評価を行い、

報告書をまとめるとともに公表する。  

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律  

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第 26 条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の

規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務

（同条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を

含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならない。  

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に

関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  

（１）点検・評価の対象  

  令和３年度の流山市教育委員会の主要事業を点検・評価の対象とす

る。  

（２）点検・評価の方法  

  点検・評価に当たっては、現状や背景を踏まえ、施策・事業の目標

に対する実績を明らかにし、自己点検・自己評価を行う。また、法に

基づき、点検評価の客観性を確保するため、学識経験を有する外部の

方から御意見をいただき、これらをもとに、結果を取りまとめて議会

に提出するとともに、公開する。  

（３）評価の区分（目標の達成率）  

 Ａ：１００％   Ｂ：９９％～７１％   Ｃ：７０％～５１％  

Ｄ：５０％～３１％   Ｅ：３０％～０％  

※新型コロナウイルス感染症の影響により実施の無かった事業及び著

しく実施率の低い事業については評価に該当しないものとする。  



３．流山市一般会計歳出予算と教育委員会歳出予算

単位：千円

合計：７１，１７０，０００千円

合計：１４，８７９，６５８千円

※児童福祉費は民生費のうち学童保育に要する経費を記載

※予算額については、当初予算額を記載

議会費

403,428

総務費

4,053,671

民生費

33,425,531

衛生費

6,843,155

労働費

20,706

農林水産業費

183,631

商工費

683,159

土木費

5,207,126

消防費

2,221,802

教育費

13,894,171

災害復旧費

9

公債費

4,082,223

諸支出金

1,388

予備費

150,000

令和３年度流山市一般会計歳出予算

児童福祉費

985,487

教育総務費

1,577,108

小学校費

1,207,162

中学校費…

幼稚園費

1,036,969

社会教育費

1,983,979

保健体育費

2,243,363

教育委員会歳出予算
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 Ⅰ　生涯学習

事業名

基盤・学習機会整備事業

担当課 評価

生涯学習課 4,756 千円 Ａ

評価理由

　式典を2部に分けて開催したほか、新成人
が様々な感染症対策を検討しながら、成人式
を実施できた。

今後の課題

　引き続き、新型コロナウイルス感染症の感
染状況を見極めながら、式典開催の可否や開
催方法を検討する必要がある。

改善策

　実行委員会による企画・立案において、感
染防止対策を講じた式典の開催方法などを検
討する。

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

予算額

　流山市文化芸術基本条例及び流山市教育振興基本計画に基
づく生涯学習基盤・学習機会の整備・充実に係る施策の推進
を図る。
　また、新成人で組織する実行委員会の企画・立案による成
人式を開催する。

事業内容

現状と課題

　流山市教育振興基本計画（第2期）に基づ
き、生涯学習推進施策を実施する。
　前年度、新型コロナウイルス感染症に係
る国の緊急事態宣言に伴い、式典開催が中
止となった成人式については、感染症対策
を講じながら実施する。

取組と改善点

　成人式は、実行委員会が企画・立案し、
企画運営業務委託の受託者がバックアップ
しながら運営を行った。また、新型コロナ
ウイルス感染症対策として、式典を2部構成
で開催した。
・第1部：10時00分～
・第2部：12時30分～

取組結果

　成人式の式典では、来賓祝辞、実行委員
会代表者のあいさつ、記念行事では、各中
学校からのビデオメッセージ上映などが行
われ、大勢の来場者でにぎわった。
・参加者数：1,103人
・参加率　：70.08％
　（前年度：式典中止）
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

夏休みの学校開放による
「夏休み子ども教室」事業

担当課 評価

公民館 2,902 千円 Ａ

評価理由

　参加児童や保護者からのアンケートでカリ
キュラムや満足度で高い評価を得られた。
【アンケート結果抜粋】
・規則正しい生活、生徒とのふれあいの場が
良かったです。
・毎日様々なカリキュラムが行われていて良
かったです。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症の影響を見て、
可能な限り対策を講じて開催する。
　また、スタッフの人員の確保と学校施設開
放の教室等の増加が可能かどうかが課題とな
る。

改善策

　スタッフの人員募集は広く募集し、引き続
き確保に努める。
　また、利用可能な会場の確保について、学
校側と協力体制をとっていく。

取組と改善点

　26日間安全な運営を確保するため、各会
場にスタッフリーダー1名とスタッフ4名を
配置した。申し込みの際には、開設期間の3
分の2に当たる17日以上の参加を条件に加え
た。
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、学校施設で活動する学童クラブとの
活動導線をはっきりと分けて対応した。

取組結果

　おおたかの森小学校区に児童センターが
開設されたため、おおたかの森小学校の開
設を終了し2校での開設となった。そのため
スタッフの確保は出来たが、新型コロナウ
イルス感染症対策の対応に苦労した。
　感染者を一人も出さずに最後まで開設出
来た。
各会場の参加児童数

【在籍児童数・累計数】
・小山小　（50人･888人）
・南流山小 (47人･889人)
【出席率】
・小山小　　　　 68.3％
・南流山小  　   72.7％
※2校合計出席率　70.5％

事業内容

　夏休み期間（土日・祝日・お盆休みを除く26日間）、保護
者等が日中働いていて不在となる低学年の小学生に対して、
学校施設の一部を使用して、体験学習などのカリキュラムを
組んで、夏休み期間を有意義に過ごしてもらう事業を実施す
る。

予算額

現状と課題

　学校によっては、参加希望者が多く、抽
選となることから、スタッフ人員の確保と
学校施設開放の増加が可能かどうかが課題
である。
　児童館の不足している地域の居場所を提
供するものだが、本来対象外となる学童ク
ラブに入所、又は入所基準に該当している
人の申し込みがある。
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

高校・大学等との連携によ
る学習充実事業

担当課 評価

公民館 120 千円 評価に該当しない

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により実
施がないため。

今後の課題

　これまで連携したことのない高校や大学と
の、新しい連携事業の可能性を探ることが必
要である。
　多くの人が舞台芸術に触れ、発信する場と
して、文化会館をいかに活用できるかが課題
となっている。

改善策

　市内の各県立高校や市内外の大学の関係者
と接触の機会を持ち、各学校の強みや課題を
掘り下げ、事業化していく。
　舞台技術を学ぶ機会を継続して提供すると
ともに、参加した高校生へのアンケートや顧
問の先生の意見等をもとに、ワークショップ
の内容をさらに充実させ、社会の課題に対応
できるプログラムを研究していく。

　近隣の高校や大学との連携による講座を
企画し、新たな学習機会を提供する。
　高校生対象の舞台ワークショップは、舞
台技術を学ぶ機会を増やし、体験内容の充
実を図る。参加者が舞台芸術のおもしろさ
や可能性を実感し、今後の演劇づくりに役
立てることを目標としているが、新型コロ
ナウイルス感染症等の感染拡大防止のため
開催が出来ない。

取組と改善点

事業内容

　高校・大学との連携による「吹奏楽ワーク」や「サイエン
ス夢工房」など、各校の特色を活かした学校開放講座を実施
する。
　高校生を対象に舞台ワークショップを文化会館ホールで実
施する。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、学校開放講座の実施は中止とした。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、学校開放講座は実施なし。
　また、8月の舞台ワークショップや2月の
「ながれやま高校演劇フェスティバル 20分
シアター」は、新型コロナウイルス感染症
の感染者増加の影響により中止した。
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

ライフステージに対応した
学習充実事業

担当課 評価

公民館 11,767 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症対策を行い、広
い会場での座学での講座を開始した。
　また、子ども体験教室等は、事前申し込み
制とし、定員を減らす等実施することが出来
たため。

今後の課題

　講座の再開に向け、新型コロナウイルス感
染症等の感染拡大防止の対策を行いながら実
施していくことが課題となる。
　また、受益者負担の観点等から年額受講費
の有料化と、出席率の向上を目指す。

改善策

　新型コロナウイルス感染症等の対策を行
い、出来る範囲で講座を開催する。
　高齢者には学習意欲のある学生のための、
新しい講座を提案する。

事業内容

　65歳以上の方を対象とした「ゆうゆう大学」や、児童を対
象とした「夏休み子ども体験教室」など各世代に応じた講座
等を実施する。

予算額

現状と課題

　「ゆうゆう大学」は、全6学園で第10期2
年目の事業を行ったが、新型コロナウイル
ス感染症の影響で、年間の講座回数を減ら
して実施した。

取組と改善点

　「ゆうゆう大学」は、学びの充実及び仲
間づくりに取り組み、広い活動場所の確保
に努めた。年間の講座回数を減らしたが、
インターネットを利用していない高齢者も
いたため、対面での講座を実施した。
　そのほか、「夏休み子ども体験教室」等
は、定員を減らす等新型コロナウイルス感
染症対策を行った。

取組結果

　「ゆうゆう大学」は、新型コロナウイル
ス感染症等の感染拡大防止のため、年間の
講座回数を減らして教養科目を実施した。
インターネットを利用していない学生もい
た。

【学生数実積:6学園各14回】
　延べ参加者
・中央学園　　　　　423人
・北部学園　　　　　440人
・東部学園　　　　　461人
・初石学園　　　　　432人
・南流山学園　　　　521人
・おおたかの森学園　492人

【他実績】参加者数
・史跡めぐり 2回 　　　　　15人
・史跡ガイドウオーキング 　20人
・すず虫飼育教室　　　　　 28人
・夏休み親子チャレンジ教室 22人
・野菜スタンプで作るオリジナルラン
　チョンマット　　　　　　　7人

7



 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

家庭教育事業

担当課 評価

公民館 1,198 千円 Ａ

評価理由

　家庭教育講座も本来気軽に参加できる子育
てサロン等も、新型コロナウイルス感染症等
の感染拡大防止のため規模の縮小や対策を講
じ実施し、子育て家庭の孤独感等の解消に努
めたため。

今後の課題
　「家庭教育講座」は、参加者を限定しがちであ
る。参加しやすいようテーマや会場、開催日時を
検討することが必要である。
　乳幼児対象の講座は子育て世代のニーズが高い
事業であるため、より多くの市民に周知を図り、
今後も継続して実施していくことが必要である。

改善策

　「家庭教育講座」をより効果的なものにす
るため、各校のニーズに合うよう、学校、
PTAと連携をしながら進めていく。
　また、乳幼児の講座は広報、ホームペー
ジ、ツイッター等を利用し、参加された方に
他の子育てサロンの情報を提供する。新たな
周知方法を探りながら、必要な人に広く情報
を届けていく。

事業内容

　市内各小中学校及びPTAとの協働による、家庭教育講座を開
設する。
　乳幼児期の子どもを持つ親の交流の場、子育てサロンを開
催するほか、子育て中の親が子連れで生の音楽を楽しめるコ
ンサートなどを幅広く実施する。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症等の感染拡大防止
のため、市内各小中学校及びPTAとの協働により
実施した。各家庭で問題となっていること等、
保護者のニーズに合った講座の実施が図られ
た。
【実績】
・合同講演会 　1回
・開催校　　  12校
・参加者　 2,453人
　乳幼児の講座では、新型コロナウイルス感染
症等の感染拡大防止のため開催数が減少した
が、対策を講じて実施に努めた。
【延参加者数(開催回数)】
・ひだまりサロン　　　　延べ163人（20回）
・ひだまりサロンスペシャル　 24人（1回）
・さくらんぼくらぶ　　　 延べ29人（3回）
・南流山ぽかぽかサロン　延べ315人（11回）
・子育てママのセミナー　延べ177人（18回）
・子育てパパのセミナー　 延べ10人（2回）
・子育てコンサート　　　　　355人（2回）
　各子育てサロンでは、親同士の交流の場を提
供できた。また、親子で生の音楽を楽しむこと
のできる場として、子育てコンサートを実施
し、コロナ禍でも多くの参加者があった。

　家庭での教育の重要性を学ぶ機会を作り、対
象となる保護者（親子で学びの共有が図れる講
座については児童、生徒も）の参加を促す。各
校のニーズに合った内容で実施するよう、学
校、PTAと連携をしながら進めていく。
　乳幼児期の子どもを持つ親の情報交換の場
や、交流の機会を継続して開催する。また、よ
り多くの市民に周知を図る。

取組と改善点

　小中学校の家庭教育講座は、新型コロナウイ
ルス感染症等の感染拡大防止のため、対面式や
YouTube配信を利用し講座を行った。
　また、公民館等の市内公共施設へのポスター
掲示やチラシ配架、広報ながれやまやホーム
ページ、ツイッターなど様々な方法で事業の告
知を行った。

取組結果
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

図書館奉仕事業

担当課 評価

図書館 57,238 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策
を取りながらおはなし会や講座等を開催し、
利用者の読書への関心を深めることに努め
た。

今後の課題

　引き続き、新型コロナウイルス感染症の感
染防止対策を取りながらおはなし会や講座等
を開催し、図書館サービスを実施する。
　新型コロナウイルス感染症の影響のほか、
様々な理由で来館することや本を読むことが
困難な方にも図書館を利用していただけるよ
うにサービスを充実させていく必要がある。

改善策

　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策
を行いながら、図書館サービスを実施する。
　新型コロナウイルス感染症の影響のほか、
様々な理由で来館することや本を読むことが
困難な方にも図書館を利用していただけるよ
うにサービスの在り方について検討する。

現状と課題

　利用者の生涯学習意欲に応える図書館
サービスを提供する。
　新型コロナウイルス感染症の感染防止対
策を取りながら、おはなし会や特色ある講
座の開催、資料の展示等を実施して読書普
及に努める。
　ハンディキャップがあり来館が困難な市
内在住利用者を対象とした宅配サービスを
実施する。

取組と改善点

　新型コロナウイルス感染症の感染防止の
ために定員を減らす等の対策を行って、お
はなし会、赤ちゃんおはなし会、子ども教
室、人形劇のつどい、歴史講座、古典文学
講座、データベース講座等を開催し、読書
普及に努めた。
　ハンディキャップがあり来館が困難な市
内在住利用者を対象とした宅配サービスを
実施した。

取組結果

　図書館資料の収集、閲覧、貸出、予約、児童サービス、レ
ファレンスサービス（調べもの相談）、相互協力のほか、読
書普及を目的とした講座等の開催や、ハンディキャップがあ
り来館が困難な市内在住利用者を対象とした宅配サービスを
実施する。

予算額

事業内容

・利用者数　　330,779人
（前年度比　123.7％）
・貸出点数　1,174,378点
（前年度比　124.2％）
・おはなし会と各種講座の事業参加者数
　　　　　　　　5,988人
（前年度比　394.2％）
・宅配サービス
　利用者数　　　　177人
（前年度比　140.5％）
　貸出点数　　　1,027点
（前年度比　157.3％）
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

図書館資料購入事業

担当課 評価

図書館 36,320 千円 Ａ

評価理由

　紙媒体の資料、視聴覚資料、電子書籍のバ
ランスを取りながら、幅広い分野の資料を購
入した。

今後の課題

　引き続き計画的に資料を購入していく。
　「流山市子どもの読書活動推進計画」に基
づき、児童書の充実を図る。

改善策

　資料の利用状況をきめ細かく把握しながら
計画的に購入する。
　資料の購入に必要な予算を確保する。

　幅広い分野の資料を購入した。
　新型コロナウイルスの感染防止対策とし
て、利用者に自宅で読書を楽しんでいただ
けるように電子書籍の所蔵点数を増やし
た。

取組結果

・一般書　  9,184冊
（前年度比　 95.6％）
・児童書　  4,563冊
（前年度比　109.0％）
・参考図書    313冊
（前年度比　 98.7％）

・紙芝居　    214点
（前年度比　108.6％）
・CD　　   　 193点
（前年度比　117.7％）
・DVD　   　   95点
（前年度比　 76.0％）

・電子書籍　  276点
（前年度比　148.4％）

取組と改善点

現状と課題

　「流山市立図書館収集方針」のほか、
「流山市子どもの読書活動推進計画」に基
づいて資料を購入する。
　コロナ禍においても利用者が自宅で読書
を楽しめるよう、電子書籍の充実を図る。

事業内容

　利用者の読書要求や情報ニーズに応えるため、図書、雑
誌、新聞、視聴覚資料（CD・DVD・紙芝居）、電子書籍など、
図書館が所蔵すべき資料を購入する。

予算額
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

図書館情報提供
サービス事業

担当課 評価

図書館 30,841 千円 Ａ

評価理由

　インターネット予約やスマートフォンサイ
ト等のサービスを活用する利用者が増加して
いる。

今後の課題

　令和5年10月に電算システムを更新予定。
インターネットサービスの利便性の更なる向
上を目指す。
　平成30年度の電算システム更新で開設した
「こどものページ」を活用し、子どもへ向け
た情報発信に努める。

改善策

　インターネットやパソコンに不慣れな方に
も図書館のインターネットサービスを利活用
していただくための取組について検討する。

現状と課題

　電算システムを運用し、利用者が来館し
なくても蔵書検索や予約等を行えるイン
ターネットサービスを提供する。
　図書館ホームページ（一般向け・こども
向け）のほか、フェイスブックも活用して
積極的に情報を発信する。

取組と改善点

　電算システムの稼働状況に問題が発生し
た場合は速やかにシステム会社に対応を求
め、問題の解消、改善を図った。
　図書館ホームページでお知らせや行事の
開催情報等を発信するほか、フェイスブッ
クにも館内の展示等についての記事を掲載
し、利用者に図書館の活動に親しみを持っ
ていただけるよう努めた。

取組結果

事業内容

　図書館サービスや資料の情報、利用統計等を管理できる電
算システムを運用し、利用者がインターネット上で、蔵書検
索、資料の予約、利用状況の確認、貸出期間の延長、ブック
リストの作成等ができる図書館ホームページを管理する。
　図書館ホームページから、各種図書館情報を随時発信す
る。

予算額

・ホームページアクセス数
　　　　1,194,381件
（前年度比　102.6％）
・こどものページアクセス数
　　　　　　2,782件
（前年度比　 87.6％）
・スマートフォンサイトアクセス数
　　　　　 22,204件
（前年度比　170.6％）
・インターネット予約件数
　　　　　294,984件
（前年度比　121.4％）
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－１　多様な生涯学習機会の充実

事業名

おおたかの森こども図書館
資料充実事業

担当課 評価

図書館 1,045 千円 Ａ

評価理由

　子どもの読書活動に対する理解・関心を深
め、子どもたちが、いつでも、どこでも、い
ろいろな絵本を楽しめる環境づくりを支援し
た。
　ブックセットを設置した子育て関連施設か
らは、「子どもが読みたい時に自由に手に取
れるよう設置している」、「読み聞かせ等に
より子どもたちが絵本に触れる機会を大切に
したい」という感想をいただいた。

今後の課題

　令和2年度までにブックセットを設置済み
の子育て関連施設を対象にアンケートを実施
したところ、96%の施設から、今後もブック
セットの配付を希望するとの回答があった。
今後、ブックセットを設置済みの子育て関連
施設に対する支援をどのように継続していく
かが課題である。

改善策

　ニーズに合った長期的な事業の在り方につ
いて検討する。

　毎年増加する子育て関連施設に対応して
事業を継続させるため、ブックセットを設
置済みの子育て関連施設に追加の絵本を贈
ることは見直すこととし、令和3年度は、新
設された子育て関連施設を対象としてブッ
クセットを設置する。

取組と改善点

　絵本66冊を手作りのケースに入れてブッ
クセットを製作し、図書館司書が対象施設
に送り届ける。

取組結果

市内に新設された子育て関連施設14施設に
ブックセットを贈った。

・対象施設
　新設保育園　13施設
　児童センター 1施設
・絵本の購入冊数
　924冊

事業内容

　「流山市子どもの読書活動推進計画」のブックスタート関
連事業として、図書館司書が子どもの成長過程に応じて選ん
だ絵本でブックセットを製作し、子育て関連施設に設置す
る。子どもの読書活動に対する理解・関心を深め、子どもた
ちがいろいろな絵本に親しめる環境づくりを支援する。

予算額

現状と課題
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

生涯学習センター
施設管理事業

担当課 評価

生涯学習課 997 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
開館時間短縮や利用人数制限があったが、稼
働率・利用件数は前年度を上回った。また、
消防設備修繕などを実施し、安心・安全な施
設の管理に努めた。

今後の課題

　引き続き、新型コロナウイルス感染症対策
を講じながら、施設の稼働率を上げる必要が
ある。

改善策

　指定管理者と連絡を密にしながら、安全か
つ快適な施設管理を行う。

　A館屋上等の防水工事及び消防設備修繕を
行った。

事業内容

　生涯学習センターに係る指定管理者が行う事業以外の庶務
事業（建物損害保険、施設予約システムに係るネットワーク
通信料）及び施設修繕（30万円以上）などを行う。

予算額

現状と課題

　施設に経年劣化が見られるが、市民に安
全かつ快適に施設を利用いただけるよう、
計画的な施設修繕が必要である。

取組と改善点

取組結果

【施設の利用状況】
・稼働率  ：　47.8％
　（前年度：　42.7％）
・利用件数：16,552件
　（前年度：13,250件）
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

おおたかの森ホール
施設管理事業

担当課 評価

生涯学習課 191 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
開館時間短縮や利用人数制限があったが、稼
働率・利用者数は前年度を大きく上回り、年
間を通して多くの利用があった。

今後の課題

　引き続き、新型コロナウイルス感染症対策
を講じながら、施設の稼働率を上げる必要が
ある。

改善策

　指定管理者と連絡を密にしながら、安全か
つ快適な施設管理を行う。

　文化芸術活動の拠点施設として、市民に
安全かつ快適に施設を利用いただけるよ
う、施設管理が必要である。

取組と改善点

取組結果

【施設の利用状況】
・稼働率　： 83.75％
　（前年度： 69.89％）
・利用者数：66,020人
　（前年度：36,330人）

※利用者数は観客数を含む（楽屋は除く）

事業内容

　おおたかの森ホールに係る指定管理者が行う事業以外の庶
務事業（建物損害保険、ネットワークに係る機器保守料）及
び施設修繕（30万円以上）などを行う。

予算額

現状と課題

　利用者のご意見などを参考にしながら指
定管理者と適宜、連絡調整を図り施設の管
理に努めた。
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

北部公民館施設
整備改修事業

担当課 評価

公民館 69,723 千円 Ａ

評価理由

　エレベーター工事については、施工業者が
安全対策及び感染症対策に努め工期内に完了
した。
　高齢者、妊婦、障害者等にとって、優しい
施設となった。

今後の課題

　建築より50年経過しており、今後も施設の
維持管理を適切に行う必要がある。

改善策

　定期調査報告などを基に、改善箇所を事前
に把握する。

取組結果

予算額

事業内容

　建物の維持管理を良好に行い、利用者に安全で快適な環境
を提供し、利便性を図るため改修を行う。令和2年度は、エレ
ベーター更新工事設計業務委託を行い、令和3年度は、更新工
事を実施した。

現状と課題

　施設の長寿命化とバリアフリー化を図
り、利用者に安全で快適な環境を提供し、
利便性を図る必要がある。

北部公民館エレベーター設置工事監理業務
委託完了
　 1,980,000円
北部公民館エレベーター設置工事完了
　66,792,000円

取組と改善点

　施設のバリアフリー化を推進するため、
北部公民館に新たにエレベーターを設置し
た。設置工事中は、施工業者が安全対策及
び新型コロナウイルス感染症対策に努め
た。
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

東部公民館施設
整備改修事業

担当課 評価

公民館 3,509 千円 Ａ

評価理由

　施工業者が安全対策及び感染症対策に努め
工期内に完了した。

今後の課題

　建築より47年経過しており、今後も施設の
維持管理を適切に行う必要がある。

改善策

　引き続き、指定管理者と連絡を密にしなが
ら、安全かつ適切な施設管理を行う。

事業内容

　建物の維持管理を良好に行い、利用者に安全で快適な環境
を提供し、利便性を図るため改修を行う。

予算額

取組結果

　施設の長寿命化を図り、利用者に安全で
快適な環境を提供し、利便性を図る必要が
ある。

取組と改善点

　外壁レンガの一部（小さい破片）が剥
落、来館者へのケガの防止措置をとり、予
備費を充当し改修工事を行った。
外壁レンガ改修工事
　2,970,000円
増額変更分工事請負費
　　539,000円

現状と課題

外壁レンガ改修工事完了
　3,509,000円
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

（仮称）南流山地域
図書館整備事業

担当課 評価

図書館 772,028 千円 Ａ

評価理由

　建設地の敷地の地盤改良が必要になったこ
とによる工期延長の影響で、開館時期が３か
月遅れることとなったが、工事については概
ね順調に進捗している。
　南流山地域図書館の所蔵となる資料を計画
どおり購入できた。

今後の課題

　令和4年度の開館に向け、外構及び防球
ネット設置工事の施工業者を決定する必要が
ある。
　備品の購入、附帯する業務等を計画的に進
める必要がある。
　指定管理者と協議を進め開館に備える。

改善策

　工事監理者、関係部署等と協議を重ね工事
の進捗状況を確実に把握する。

取組と改善点

事業内容

　南流山分館に代わり、南流山中学校校庭敷地内に児童セン
ターと一体の複合施設として（仮称）南流山地域図書館を整
備する。

　建築工事と外構工事を進める。工期に遅
れが生じないよう監理する。
　南流山地域図書館の所蔵となる資料や必
要な備品を購入する。

　工事内容に変更が生じたため変更契約を
締結した。また、防球ネットを設置するこ
ととなり設計業務を委託し完了させた。
　南流山地域図書館の所蔵となる資料を購
入した。

取組結果

予算額

現状と課題

　当初計画より工期が延びることとなった
が工事を順調に進めることができた。

購入資料
・一般書　　4,753冊
・児童書　　6,795冊
・参考図書　　170冊
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

中央図書館改修事業

担当課 評価

図書館 396 千円 Ａ

評価理由

　計画どおり、出入口ドアの更新を行った。

今後の課題

　建築後40年以上経過していることから、法
定点検等の指摘事項を確認し、改修すべき項
目に優先順位をつけ計画的に進めていくこと
が課題である。

改善策

　財産活用課ファシリティマネジメント推進
室と連携し、計画と整合性を図りながら進め
ていく。

　設備や備品が老朽化しているため、改修
が必要な部分の優先度を見極め、更新を行
う。

　1階出入口ドアの更新が完了した。

事業内容

　利用者に安全で快適な環境を提供するために、老朽化した
図書館を改修する。

予算額

取組と改善点

　1階出入口ドアの更新を行った。

取組結果

現状と課題
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 Ⅰ　生涯学習

Ⅰ－２　生涯学習の環境整備

事業名

【新】おおたかの森図書
ピックアップサービス拡充

事業

担当課 評価

図書館 8,000 千円 Ａ

評価理由

　計画どおり、おおたかの森図書ピックアッ
プセンターを開設し、利便性を向上させるこ
とができた。

今後の課題

　今後も利用の増加が続く場合、おおたかの
森図書ピックアップセンターの書棚に予約資
料を保管しきれなくなり、貸出までに時間が
かかってしまうおそれがある。

改善策

　おおたかの森図書ピックアップセンターの
現状のスペースでは、書棚の増設は難しい。
予約資料の運搬回数、運搬時間を工夫して効
率的な運営に努める。

取組結果

・利用者数　24,740人
（前年度比　 197.3％）
・貸出冊数　58,996冊
（前年度比　 193.9％）

※令和3年4月1日～7月29日までは市民窓口
センターでピックアップサービスを実施

　おおたかの森市民窓口センターで実施し
てきたピックアップサービスは、利用者数
の増加が続いている。予約資料の貸出、返
却以外の図書館サービスも提供できるよう
に利便性を向上させる必要がある。

取組と改善点

事業内容

　おおたかの森市民窓口センターから独立した図書カウン
ターをスターツおおたかの森ホールの一角に新設し、図書館
サービスの充実を図る。

予算額

　令和3年8月に、おおたかの森図書ピック
アップセンターを開設した。予約資料の貸
出、返却のほか、利用者登録、リクエスト
の受付、他市町村立図書館からの資料の取
り寄せ等、図書館と同等のサービスが提供
可能になった。

現状と課題
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－１　市民主体の文化芸術活動の促進

事業名

美術活動支援事業

担当課 評価

生涯学習課 360 千円 Ａ

評価理由

　プロの作品と公募市民の作品を一堂に鑑賞
できる場を創出している。

今後の課題

　出品者及び観覧者の更なる増加が望まれ
る。

改善策

　同事業への支援を継続しながら、広報紙や
ホームページで市民への周知に努める。

事業内容

　流山市美術家協会が主催する「流山市展」の開催を支援す
る。

予算額

現状と課題

　令和3年7月14日から7月25日まで、さわや
かちば県民プラザで「第41回流山市展」が
開催され、多数の応募があった。
・市展の出品数
　絵画　　　：100点
　工芸・彫刻： 18点
 （前年度：開催中止）

　公募市民が参加する「流山市展」の開催
を支援し、引き続き、美術文化の普及と振
興を図る必要がある。

取組と改善点

　流山市美術家協会主催の「流山市展」の
事業費の一部に、補助金を交付した。
・補助金額：360,000円

取組結果
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－１　市民主体の文化芸術活動の促進

事業名

文化祭開催事業

担当課 評価

生涯学習課 1,300 千円 Ａ

評価理由

　今年度は、オープニングセレモニー・イベ
ントをスターツおおたかの森ホールで実施
し、会場内には体験コーナーを設け、文化祭
を知らない方にも大勢参加いただいた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら、事業を計画する必要がある。
　また、観客数の更なる増加が望まれる。

改善策

　引き続き、参加団体にオープニングイベン
トへの参加を促し、実行委員会のまとまりを
高めていく。

　令和3年10月23日から11月28日まで、芸能
発表・作品展示・各種行事の3部構成で「第
66回文化祭」を開催した。
・参加団体： 20団体
・参加者数：6,190人
・観客数  ：3,471人
 （前年度：開催中止）

取組結果

事業内容

　各種文化団体が活動成果を発表する場として、参加団体で構
成する実行委員会と共催による「文化祭」を開催する。

取組と改善点

　実行委員会の組織づくりを支援したほ
か、文化祭開催事業費の一部に補助金を交
付した。
・補助金額：1,300,000円

現状と課題

　実行委員会を支援し、文化祭を開催す
る。オープニングイベントの内容を充実さ
せ、観客数の増加を目指す必要がある。

予算額
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－１　市民主体の文化芸術活動の促進

事業名

市民音楽祭開催事業

担当課 評価

生涯学習課 899 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
観客数は例年より減少傾向であったが、多彩
なジャンルの音楽を披露し、鑑賞できる場と
なった。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら、事業を計画する必要がある。
　引き続き、新たな発表者（団体）を発掘す
る必要がある。

改善策

　若年層の発表者を発掘するため、募集方法
の見直しを検討する。

　令和4年3月20日、文化会館で「第32回流
山市民音楽祭」を開催した。
・発表者数：
　　　　15団体、210人
・観客数　：延べ520人
　（前年度：開催中止）

取組結果

現状と課題

　大学生などの若年層が参加しやすい企画
やPR活動を行い、発表者（団体）や観客数
の増加を目指す必要がある。

事業内容

　市内の音楽団体が活動の成果を発表する場として、発表者
（団体）自らが運営に関わる市民音楽祭を開催する。

予算額

取組と改善点

　本事業の業務委託の受託者・流山市音楽
家協会が発表者（団体）を公募した。当日
の会場設営などを含め、発表者（団体）の
運営により開催した。
　市内の大学に参加を呼び掛けたが、新型
コロナウイルス感染症の影響により、応募
はなかった。
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－１　市民主体の文化芸術活動の促進

事業名

学校開放事業

担当課 評価

生涯学習課 0 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
利用件数は前年度を下回ったが、可能な限り
要望に応えることはできた。

今後の課題

　コロナ禍においても、最大限の利用ができ
るよう、学校との連携を図る必要がある。

改善策

　学校、利用団体、近隣住民の意見を迅速に
反映するため、各所との協議を密にし、安
心・安全な開放利用を図る。

事業内容

　文化芸術団体に活動の場を提供するため、休日等の学校施設
（主に音楽室）の開放利用を図る。

【利用団体の活動内容】
　コーラス、合奏、太鼓の練習など
・利用件数：110件
　（前年度：118件）

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、学校活動に支障がないよう、引き続き
配慮する必要がある。

取組と改善点

　利用団体に感染症対策の徹底を周知し、
学校と連携しながら施設の有効活用に努め
た。

取組結果
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－２　優れた文化芸術に親しめる機会の充実

事業名

市民ギャラリー展示事業

担当課 評価

生涯学習課 548 千円 Ａ

評価理由

　来庁者に、気軽に芸術鑑賞を楽しんでいた
だける機会を提供できた。

今後の課題

　引き続き、展示内容が恒常化しないよう、
新たな出展団体の発掘が必要である。

改善策

　文化芸術団体、学校、業務委託の受託者と
調整を密にして、来庁者の興味・関心を得ら
れる展示内容を企画する。

現状と課題

取組結果

　年間を通して、幅広いジャンルの展示を
行い、来庁者に作品を楽しんでいただけ
た。
【展示の概要】
　写真、俳句、絵画、水墨画、手工芸、
　書道、市展受賞作品、中学校生徒作品
　など

　展示内容が恒常化しないよう、新たな
ジャンルの作品展示も検討する必要があ
る。

取組と改善点

　文化芸術団体、業務委託の受託者と調整
を密にして、新たな出展団体の発掘に努め
た。
　7月は「水墨画二人展」と題し、市内在住
の漆原米子氏、俊晶子氏の作品を展示、8月
は市内中学校から募集した絵画作品などを
展示した。

事業内容

　毎月、市役所第1庁舎1階「市民ギャラリー」を利用して、絵
画や書道、写真、俳句などの作品展示を行う。

予算額
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－２　優れた文化芸術に親しめる機会の充実

事業名

市民芸術劇場事業

担当課 評価

生涯学習課 1,500 千円 評価に該当しない

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により実
施がないため。

今後の課題

　引き続き、新型コロナウイルス感染症の感
染状況を見極めながら、開催の可否を判断す
る必要がある。
　また、平成31年4月にスターツおおたかの森
ホールが開館し、市内で質の高い音楽を鑑賞
できる機会が増える中、本事業の在り方につ
いても検討する必要がある。

改善策

　実行委員会との連携を密にし、感染症対策
を講じながら事業を実施する。

事業内容

　市民団体と市教育委員会で組織する実行委員会主催で、コン
サートなどを開催し、市民に低廉な価格で舞台芸術鑑賞の機会
を提供する。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の感染状況を
見極めながら、開催の可否を判断する必要
がある。

取組と改善点

　令和3年度の開催に向け前年度から実行委
員会を開催してきたが、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、2年連続での中止が
決定された。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響により
実施なし。
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－２　優れた文化芸術に親しめる機会の充実

事業名

サロンコンサート開催事業

担当課 評価

生涯学習課 1,097 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、8
月、9月は中止となったが、市民が気軽に生演
奏に触れる機会を提供できた。

今後の課題

　コロナ禍においても、感染症対策を十分に
講じながら、より多くの市民に来場していた
だく。

改善策

　引き続き、市役所1階ロビー以外での開催を
検討し、併せて他会場での開催を市民に周知
し、観客数の増員につなげる。

　業務委託の受託者である流山市音楽家協
会と調整を図り、文化会館及び生涯学習セ
ンター（流山エルズ）を会場に、感染症対
策を講じながら、質の高いコンサートを開
催した。
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、8月、9月は中止となった。

取組結果

　年間10回のコンサートを開催し、毎回、
多くの市民に音楽を楽しんでいただけた。
・開催回数：10回
　（前年度： 7回）
・出演者数：28人
　（前年度：19人）
・観客数：延べ715人
（前年度：延べ540人）

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、密を避けるため、市役所1階ロビー以外
での開催を検討する必要がある。

取組と改善点

事業内容

　毎月1回、市役所第1庁舎1階ロビーなどで、生演奏のコン
サートを開催する。
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－２　優れた文化芸術に親しめる機会の充実

事業名

国際室内楽音楽祭共催事業

担当課 評価

生涯学習課 3,000 千円 Ａ

評価理由

　国際室内楽音楽祭は、2年連続での中止と
なったが、「プレ音楽祭」の開催により、令
和4年度の音楽祭への機運を高めることができ
た。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
海外アーティストの来日が難しい。令和4年度
の開催に向けて検討すべき事項が多い。

改善策

　指定管理者との連携を密にして、開催時期
や出演者等を検討する。

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、海外アーティストの来日が難しい状況
である。

取組と改善点

　令和3年5月3日から5月5日まで開催を予定
していた「NAGAREYAMA国際室内楽音楽祭
2021」は、海外アーティストの来日が難し
く、中止となった。
　令和4年度の音楽祭への機運醸成のため、
10月31日に指定管理者が開催した「スペ
シャルイベント（プレ音楽祭）」を共催し
た。
【プレ音楽祭】
・負担金：1,000,000円

取組結果

　国内在住の演奏家やオーケストラによる
「プレ音楽祭」では、大勢の市民が約2時間
の演奏を楽しんだ。
・観客数：312人

事業内容

　スターツおおたかの森ホールの指定管理者が行う「国際室内
楽音楽祭」を共催し、質の高い芸術鑑賞の機会を市民に提供す
る。

予算額
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－２　優れた文化芸術に親しめる機会の充実

事業名

一茶双樹記念館及び杜の
アトリエ黎明改修事業

担当課 評価

博物館 1,867 千円 Ａ

評価理由

　利用しやすい施設の改修を実施することが
できた。

今後の課題

　施設のバリアフリー化を進めるとともに、
老朽化した施設の修繕を進めていく。

改善策

　修繕計画を立て、計画的な修繕を進める。

　老朽化の施設改修を進め、ティーサービ
スの充実を図る。

取組結果

　一茶双樹記念館の夏障子の修繕及び秋元
本家展示ケースの修繕、展示パネルの更新
を行った。

事業内容

　利用者に安全で快適な環境を提供するために老朽化した一茶
双樹記念館・杜のアトリエ黎明の改修を進める。

予算額

現状と課題

　一茶双樹記念館は平成7年、杜のアトリエ
黎明は平成13年に開館し、ともに20年が経
過して、老朽化が目立つようになってきて
いる。一般開放をしながら計画的な改修が
求められている。

取組と改善点
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

指定等文化財保存活用整備
事業

担当課 評価

博物館 62,466 千円 Ｂ

評価理由

　「秋元家住宅土蔵」は、保存・修復方法の
再検討を行ったため、保存修復工事は令和4年
度に変更することとした。
　鰭ヶ崎三本松古墳古塚碑設置工事について
は予定どおりに完了し、一般公開を行った。

今後の課題

　「秋元家住宅土蔵」は、保存・修復工事を
進める。内部の公開に向けて、展示内容の検
討を進める。

改善策

　「秋元家住宅土蔵」の保存修復について
は、文化財審議会委員からの意見も伺いなが
ら、慎重に工事を進める。

　「秋元家住宅土蔵」は保存・改修工事に
向けた修復工事を実施する。
　鰭ヶ崎三本松古墳古塚碑設置工事を実施
する。

取組結果

　「秋元家住宅土蔵」は、修復工事費が想
定より大きく上回ったため、修理方針検討
を行い、令和4年度以降に実施することとし
た。
　鰭ヶ崎三本松古墳古塚碑は、鰭ケ崎4号公
園への移設が完了した。

事業内容

　市内に残る文化財の保存と整備を図り、その公開・活用を進
める。

予算額

現状と課題

　国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の
施設公開に向けての保存・改修を進める。
　鰭ヶ崎三本松古墳古塚碑設置工事を実施
し、一般見学ができるように整備を行う。

取組と改善点
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

博物館活動事業

担当課 評価

博物館 10,832 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響がある
中、多くの方々に参加・来館していただき、
流山の歴史について、市民の関心が高いこと
が明らかとなった。

今後の課題

　講座参加や入館者数の制限が続く中で、こ
れまでと違う活動・周知方法を開拓していく
必要がある。

改善策

　ホームページでの体験型講座の活用やデジ
タルアーカイブスの導入を検討し、来館以外
での博物館資料の公開を進める。またフェイ
スブック、ツイッター、インスタグラム等の
SNSを活用し、博物館への関心を高める。

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、従来どおりの体験型講座等各種事業が
できない中で、どのような方法で市の歴史
について学び、体験をしていくかが課題と
なっている。

取組と改善点

　 定員を制限する中で従来から実施してい
た「子ども教室」や学校への出前授業を行
い、身近な歴史資料を使い、流山の歴史へ
の関心を深めた。
　企画展「新収蔵資料展　流山のいま・む
かし」、小展示「昔の道具～100年前にタイ
ム・トリップ」、利根運河通水130周年記念
展「We Love利根運河～歴史と自然と友の会
のあゆみ～」を開催した。関連事業を含
め、周知活動を実施した。
　また、新型コロナウイルス感染症対策事
業として、ホームページ上に、おうち
ミュージアムという体験型のコーナーを設
置した。

取組結果

【講座開催回数】
博物館子ども教室　　　   8回　174人
寺子屋講座　　　　　　　18回　150人
小学校等への出前授業　　 9回　807人
【資料収集件数・点数】
　13件・73点
【収蔵資料点数】
　 28,369点
【企画展等開催回数】3回
第１回企画展　　観覧者数　 10,239人
小展示観覧者数　　　　　　  3,272人
利根運河通水130周年記念展
　　　　　　　　　観覧者数　  766人
【関連実施事業】
企画展展示解説会　　　　　　 　80人
【歴史体験講座】
土器にさわってみよう 　　　　　79人

事業内容

　資料の収集・保管、講座・講演会・子ども教室開催等の教
育・普及などを実施する。また、流山市に関する調査研究を行
い、その成果を市民に公開するための企画展を開催する。

予算額
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

市史編さん活動事業

担当課 評価

博物館 5,917 千円 Ａ

評価理由

　古文書講座を開催し、市民に対して知見を
広めることができた。
『恩田家文書目録（その2）』に向けての準備
を行った。
『流山市史研究』24号を刊行した。

今後の課題

　古文書資料の公開方法を検討していく。

改善策

　古文書の整理を進め、目録の作成を実施し
ていく。古文書の整理・解読できる人員の確
保・育成。公開に向けて、古文書資料のデジ
タル化を進める。

　市史編さん審議会を開催し、流山市史刊
行及び方針について審議した。公開事業と
して、古文書講座を開催した。収集した未
解読資料は、継続して整理作業を実施して
おり、その成果である古文書目録の刊行準
備を進める。
　収集・寄託した資料の基礎整理を進め
る。

取組結果

【市史編さん審議会開催回数】 2回
【講座開催状況】
　古文書講座　7回
　受講者数 　96人
『恩田家文書目録（その2）』の刊行準備
『流山市史研究』24号を刊行した。

事業内容

　流山市に関する資料の収集・保管、歴史の調査・研究、市史
編さん審議会の運営、古文書の解読、講座の開催、講師の派
遣、「流山市史」・「流山市史研究」の刊行を行う。

予算額

現状と課題

　市内に残る古文書公開に向けての把握と
調査を進める。市民が古文書に親しむ機会
を増やす。

取組と改善点
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

文化財保護推進事業

担当課 評価

博物館 7,188 千円 Ａ

評価理由

　新たに「旧割烹新川屋本館」が市指定有形
文化財に指定され、市内の指定・登録文化財
は52件となった。
　未指定の文化財調査を進め、適切な文化財
保護を行った。
　前ヶ崎川村台遺跡の発掘現場説明会では、
多くの市民の参加があった。

今後の課題

　開発が進み、街が大きく変貌する中で、市
内に残る文化財の保存・活用について、これ
まで以上に地域と連携していく必要がある。

改善策

　関係課や審議会・協議会、地域住民と連携
を取りつつ、指定・未指定にかかわらず文化
財の保存・活用を積極的に進める。

現状と課題

　文化財保護の方向性を決定するために指
定・登録候補となる文化財の調査を行う。
　文化財保護法改正に伴い、文化財保存活
用地域計画策定を進める。策定作業にあわ
せて、未指定文化財、市指定候補文化財調
査、市内の遺跡や文化財の普及活動を進め
る。

取組と改善点

　指定・登録文化財の調査を実施し、文化
財審議会を開催した。
　文化財保存活用地域計画策定に向けての
協議会を立ち上げた。
　指定文化財の補助事業を実施した。
　埋蔵文化財の照会処理、試掘を適切に実
施した。
　市内各所に残る文化財の調査を実施す
る。

取組結果

【文化財審議会開催回数】
　　3回
【文化財保存活用地域計画策定協議会開催
回数】
　　1回
【指定文化財補助事業】
　　3件
【試掘実施回数】
　　25遺跡　29回
【文化財調査件数】
　　12件
【発掘現場説明会】
　前ヶ崎川村台遺跡　1日　74人

事業内容

　文化財審議会及び今年度から開始した文化財保存活用地域計
画策定、市指定文化財等への補助金の交付や調査、市内遺跡の
試掘をはじめとした埋蔵文化財の保護と普及活動、文化財説明
看板の設置等を行う。

予算額
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

埋蔵文化財調査事業

担当課 評価

博物館 76,142 千円 Ａ

評価理由

　発掘調査については予定どおりに開始・終
了した。民間発掘調査会社の監理は適切に実
施した。
　発掘調査報告書については、予定どおりに
刊行した。

今後の課題

　発掘調査については、的確に実施・終了さ
せることが求められる。
　整理作業については、過去に実施した発掘
調査の報告書刊行を進める。

改善策

　開発に即応できる発掘調査体制を確立す
る。本事業に専従する人員を確保・増員する
必要がある。

事業内容

　開発行為によって消滅する可能性がある埋蔵文化財包蔵地に
対し、事前に適切な発掘調査を実施する。民間発掘調査会社が
実施する発掘調査の調査及び整理作業の監理を行う。
　発掘調査で得られた図面・写真や出土遺物などの資料は整理
室内で整理・分析を行う。その成果を公開するために、報告書
を作成・刊行する。

予算額

現状と課題

　民間開発に伴う発掘調査を的確に実施す
る。民間発掘調査会社が実施する発掘調査
及び整理作業は、監理を適切に行う必要が
ある。
　報告書刊行に向けた整理作業は3件を実施
している。
　報告書作成の進捗を図ることが喫緊の課
題である。

取組と改善点

　各種開発事業に伴う発掘調査を実施し、
民間発掘調査会社の監理については適切に
実施した。
　整理作業では、区画整理事業と民間開発
事業について行い、発掘調査報告書（令和2
年度市内遺跡）を執筆・刊行した。

取組結果

【発掘調査実施件数・面積】
　16件　2,694.7㎡
【民間発掘調査会社実施件数・面積】
　 1件　6,338㎡
【整理作業実施件数】
   3件
【民間発掘調査会社実施の整理作業件数】
　 1件
【発掘調査報告書刊行数】
　 3冊
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 Ⅱ　文化芸術・歴史

Ⅱ－３　歴史的文化的遺産の保存・活用

事業名

埋蔵文化財整理室・収蔵施
設管理事業

担当課 評価

博物館 2,157 千円 Ａ

評価理由

　整理室・収蔵庫の適切な維持・管理に努め
た。

今後の課題

　施設の分散・老朽化を解消するため、集約
を図った恒久的な埋蔵文化財整理室・収蔵庫
を確保する必要がある。

改善策

　施設の集約化を検討するとともに、移転候
補地の調査と関係各課との協議を継続する。

事業内容

　埋蔵文化財整理室・収蔵庫を維持・管理し、整理作業を円滑
に実施できる環境を整える。
　また、図面・写真・出土遺物などの資料を適正に収納・保管
する施設を維持・管理する。

予算額

現状と課題

　埋蔵文化財整理室2箇所・収蔵庫8棟を管
理している。これらの施設は市内に分散し
ているために維持・管理の負担が大きいた
め、集約化が望まれる。また老朽化が激し
く、細かな修繕が必要である。

取組と改善点

　整理室・収蔵庫の警備・草刈り業務を委
託し、適切な施設の管理を行った。また、
施設の修繕を適宜、実施した。

取組結果

【保守警備委託契約】
　　1件
【草刈り業務委託契約】
　　5件
【施設修繕】
　　1件
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

東京オリンピック・パラリ
ンピック事前キャンプ地等

誘致事業

担当課 評価

スポーツ振興課 43,303 千円 Ａ

評価理由

　コロナ禍により多くの自治体で事前キャン
プが中止となる中、徹底した感染症対策によ
り、選手団及び関係者に1人の陽性者も出すこ
となく、なおかつオンラインを活用して交流
事業にも一定の成果を挙げられたため。

今後の課題

　東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会後の交流の継続が課題である。

改善策

　市内小中学校児童生徒による駐日オランダ
大使館への手紙を通じた交流など、事前キャ
ンプで培われたオランダとの交流を継続して
いく。

事業内容

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に際し、オ
ランダ代表チームの事前キャンプを受け入れる。また、オラン
ダとの交流事業やスポーツ遺産の創出を図る。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響が続く
中、安心・安全な事前キャンプの運営が課
題である。

取組と改善点

　オランダ側と協議を進めるとともに、新
型コロナウイルス感染症対策を定めた選手
等の「受入れマニュアル」に基づき、女子
ハンドボール、卓球、パラ卓球の3競技の事
前キャンプを実施した。

取組結果

　千葉県を通じたオランダ側との交渉の結
果、オリンピックの女子ハンドボール、卓
球、パラリンピックの卓球の計3競技につい
て事前キャンプを実施し、交流事業に一定
の成果を挙げた。
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

みんなのスポーツ活動推進
事業

担当課 評価

スポーツ振興課 173 千円 Ａ

評価理由

　コロナ禍が長期化する中、コミュニティス
ポーツフェスティバル2021は中止となったも
のの、その準備の過程で、スポーツ推進委員
との連携を強化し、新たな事業の足掛かりを
築くことができた。

今後の課題

　コミュニティスポーツフェスティバルな
ど、新たな参加者を取り込む機会を積極的に
実施することが課題である。

改善策

　コロナ禍により2年連続で中止となったコ
ミュニティスポーツフェスティバルを実施す
る。

事業内容

　だれでも気軽に楽しくスポーツ活動に親しめるよう、コミュ
ニティスポーツフェスティバル等を開催する。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、市民の運動不足が懸念される中、感染
症対策をとりながら市民のスポーツ活動の
振興を図っていくことが課題である。

取組と改善点

　コロナ禍が長期化する中でも、市民のス
ポーツ活動を地道に支援していく。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、令和3年5月16日に予定していたコミュ
ニティスポーツフェスティバル2021は中止
となった。
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

健康・体力づくり活動事業

担当課 評価

スポーツ振興課 2,387 千円 Ａ

評価理由

　コロナ対策をとりながらの健康・体力づく
り活動を推進し、着実に成果を挙げることが
できた。

今後の課題

　コロナ禍をめぐる状況が日々変化していく
中で、その都度ベストな対応を模索しながら
スポーツ活動の振興を図っていくことが課題
である。

改善策

　常に最新の情報に目を配りながら、市民の
健康・体力づくりを推進していく。

事業内容

　市民の健康保持・増進と体力向上のため、いつからでも参加
できるプログラムの場を提供する。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期
化する中、新型コロナウイルス感染症対策
をとりながら市民の健康・体力づくりを
図っていくことが課題である。

取組と改善点

　健康ジョギング講習会やコミュニティス
ポーツのつどいのほか、昨年度中止となっ
たウォータービクス講習会を実施し、コロ
ナ禍でのスポーツ振興を進めることができ
た。

取組結果

【健康ジョギング講習会】
　開催回数：　 201回
　参加人数：10,472人
【コミュニティスポーツのつどい】
　開催回数： 11回
　参加人数：487人
【ウォータービクス講習会】
　開催回数：　8回
　参加人数：150人
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

スポーツ講習会・大会開催
事業

担当課 評価

スポーツ振興課 17,578 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症対策をとりなが
らのスポーツ大会が定着し、成果を挙げるこ
とができた。

今後の課題

　令和3年度はオンライン形式で実施された流
山ロードレース大会について、令和4年度は
様々なコロナ対策を採りながら、集合形式で
実施することが最大の課題である。

改善策

　令和4年度は集合形式で流山ロードレース大
会を実施するため、関係者と協議・準備を進
めていく。

事業内容

　市民スポーツ大会や流山ロードレース大会を開催するほか、
スポーツフェスタ等を開催し、競技スポーツやレクリエーショ
ン活動の場を提供する。
　また、ジュニア期の指導に関わる指導者向けの講習会を実施
し安心・安全なスポーツ指導の環境を整える。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、市民スポーツ大会は中止となった。そ
の一方、流山ロードレース大会はオンライ
ンで実施し、ながれやまスポーツフェスタ
も盛況に終わるなど、コロナ禍でのスポー
ツイベントの定着が見られた。

取組と改善点

　コロナ禍での新たな取組として、流山
ロードレース大会をオンライン形式で実施
した。

取組結果

【流山ロードレース大会オンライン】
　参加人数：519人
【市民スポーツ大会】
　中止
【県民体育大会】
　参加人数： 26人
【ジュニアスポーツ指導者講習会】
　参加人数： 60人
【ながれやまスポーツフェスタ】
　参加人数：230人

38



 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

学校体育施設利用促進事業

担当課 評価

スポーツ振興課 3,029 千円 Ａ

評価理由

　各小・中学校との連携・協力により利用の
調整をスムーズに行うことができた。また、
令和4年4月からおおぐろの森小学校の学校開
放を開始する準備を進めた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症対策を継続しな
がら、安全に学校体育施設を開放利用してい
くことが課題である。

改善策

　引き続き、学校体育施設の開放利用にあ
たっては各団体で新型コロナウイルス感染症
対策を行ったうえで利用するよう周知する。
また、学校開放利用調整会議等で学校及び近
隣住民とのトラブルが発生しないようマナー
を守った利用を呼び掛ける。

事業内容

　地域住民のスポーツ活動に供するため、学校体育施設の開放
利用を図る。

予算額

現状と課題

　少年野球や少年サッカー、バスケット
ボールなどを行う地域単位のスポーツ団体
に対し、学校の校庭・体育館を有効利用し
ていただけるよう学校と連携を図りなが
ら、制度の中で丁寧な運用を行っている。

取組と改善点

　長期化するコロナ禍により、学校開放の
休止や時間短縮を余儀なくされる中でも、
チェックシートの提出など、コロナ対策を
とりながら学校開放を継続した。

取組結果

　各小・中学校の協力により、各団体との
利用調整は円滑に行われ、また、利用許可
条件に基づいた適切な利用がなされた。

団体使用件数　 11,915件
参加者数　　　443,624人
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－１　スポーツ活動の促進

事業名

生涯スポーツ指導者の育成
と活用事業

担当課 評価

スポーツ振興課 1,945 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症をめぐる状況が
日々変化する中、スポーツ振興と感染症対策
の両立について、会議の中で議論を深めた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症対策をとりなが
ら、会議や研修会を着実に実施していくこと
が課題である。

改善策

　会議や研修会の際は換気、ソーシャルディ
スタンス確保を徹底する。また、オンライン
会議の活用も検討する。

事業内容

　市教育委員会で委嘱した生涯スポーツ指導者の資質向上のた
めの研修会を開催するとともに、専門性を兼ね備えた人材を活
用することで、市民が体力や年齢、技術、趣味及び目的に応じ
た適切な指導が受けられ、健康・体力の保持増進を図る環境を
醸成する。

予算額

現状と課題

　スポーツ推進委員、コミュニティスポー
ツリーダーの研修会を実施し、市民サービ
スの向上に努める。

取組と改善点

　市民団体からの指導者派遣についてス
ポーツ推進委員協議会に依頼した。コミュ
ニティスポーツリーダーを対象とした研修
会を実施し、生涯スポーツ指導者としての
資質の向上に努めた。

取組結果

【指導者派遣】
　スポーツ推進委員
　1回
【委嘱】
　スポーツ推進委員
　19名
　コミュニティスポーツリーダー
　47名
【研修会】
　コミュニティスポーツリーダー
　1回
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－２　スポーツ環境の整備

事業名

体育施設維持管理事業

担当課 評価

スポーツ振興課 33,161 千円 Ａ

評価理由

　流山スポーツフィールド稼働率（土日祝）
が、51%から66%に増加した。

今後の課題

　今後も安心・快適な施設を市民に提供でき
るよう、管理していく必要がある。

改善策

　受託事業者と情報共有を密にし、適切な管
理を実施していく。

事業内容

　利用者サービスの向上を図るため、体育施設の効率的な管
理を行う。

予算額

現状と課題

　流山スポーツフィールドC面の水はけが悪
いことが課題となっている。

取組と改善点

　砂を散布することで改善し、稼働率増を
目指した。

取組結果

【流山スポーツフィールド】
　利用者数　　　　50,263人
　稼働率（土日祝）　66.0％
【おおたかの森スポーツフィールド】
　利用者数　　　　26,917人
　稼働率（土日祝）　64.7％
【東部スポーツフィールド】
　利用者数　　　　11,817人
　稼働率（土日祝）　69.7％
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－２　スポーツ環境の整備

事業名

体育施設備品等整備事業

担当課 評価

スポーツ振興課 1,827 千円 Ａ

評価理由

　施設の快適性、安全性を共に向上させた。

今後の課題

　今後も安心・快適な施設を市民に提供でき
るよう、必要な備品を計画的に整備してい
く。

改善策

　今後の各施設の整備について、利用率や
ニーズ等を踏まえ、計画的に機能の充実を
図っていく。

事業内容

　体育施設に設置する備品等の整備を行うことで、安全・快
適なスポーツ活動の場を提供する。

予算額

現状と課題

　おおたかの森スポーツフィールドでは、
トイレが遠いことが課題になっている。

取組と改善点

　利用者の要望を踏まえ、おおたかの森ス
ポーツフィールドに仮設トイレを設置す
る。

取組結果

　おおたかの森スポーツフィールドに仮設
トイレを設置したほか、北部柔道場に網戸
を設置した。
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 Ⅲ　スポーツ

Ⅲ－２　スポーツ環境の整備

事業名

体育施設改修・整備事業

担当課 評価

スポーツ振興課 17,241 千円 Ａ

評価理由

　令和4年度の総合運動公園観覧席・バック
ネット等改修工事に向けて、着実に準備を進
めた。

今後の課題

　今後とも施設を安全・快適に利用できるよ
う、計画的に整備を進めていく必要がある。

改善策

　今後の各施設の整備について、利用率や
ニーズ等を踏まえ、計画的に整備を図ってい
く。

　利用者の要望を踏まえ、総合運動公園野
球場に観覧席・バックネットを改修・整備
する。

取組結果

　総合運動公園観覧席・バックネット等改
修工事について、実施設計を終え、令和４
年度の工事に向けた準備を進めた。

事業内容

　施設利用者が安心・安全に利用でき、かつ、提供する公共
サービスの質の維持・向上を図るため「流山市公共施設等総
合管理計画」に基づいて、施設の定期的なメンテナンスやリ
ニューアルを行い、施設の長寿命化を図る。

予算額

現状と課題

　総合運動公園観覧席・バックネット等改
修工事、総合運動公園庭球場の増設など、
大型の工事が予定されており、着実に事業
を進捗させていくことが課題である。

取組と改善点
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－１　学童クラブの充実

事業名

学童保育運営事業

担当課 評価

教育総務課 116,945 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症対策を徹底しな
がら、可能な範囲でイベントを行うなど、各
学童クラブにおいて工夫した育成支援が行わ
れた。
　国の補助を活用した臨時特例処遇改善業務
委託を行い、支援員等の更なる処遇改善に寄
与した。

今後の課題

　学童クラブ運営に係る消耗品や備品の整
備、障害児受入れに伴う業務、放課後児童支
援員等の処遇改善業務委託、研修会を引き続
き行う。

改善策

　令和4年度においても、引き続き学童クラブ
支援員等を対象に研修を実施するほか、処遇
改善のための費用を支払う。

　令和3年度は学童クラブ支援員等の質の向
上のため、市主催で研修を開催するほか、
経験に応じて支援員に対する処遇改善のた
めの費用の支払いを行う。
　さらに、学童クラブの安心・安全のた
め、順次防犯カメラを設置する。

取組結果

学童クラブ延べ利用人数　　　28,934人
処遇改善のために支払った額　25,547千円
研修会実施回数　　　　　　　　　 1回

　市内全学童クラブへの防犯カメラ設置を
完了した。
　また、児童の安全に配慮しながらの育成
支援に努めた。

事業内容

　学童クラブ運営に係る消耗品や備品の整備、障害児受入れに
伴う業務、放課後児童支援員の処遇改善業務委託、研修会を行
う。

予算額

現状と課題

　児童数の増加に伴い、保育の受け皿の確
保を行っているが、同時に保育の質の向上
が求められている。

取組と改善点
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－１　学童クラブの充実

事業名

学童クラブ施設整備事業

担当課 評価

教育総務課 215,682 千円 Ａ

評価理由

　整備した学童クラブについては予定どおり
に開所することができ、高学年も含め待機児
童の発生はなかった。

今後の課題

　令和6年度開校予定の新設小学校に学童クラ
ブを整備する必要がある。
　また、一部施設に雨漏りが生じている。

改善策

　令和6年度開校予定の新設小学校2校につい
て、学童クラブを整備する。
　また、雨漏りの生じている長崎小学校区ひ
よどり学童クラブの大規模改修を行う。

現状と課題

　児童数の増加に伴い、保育の受け皿の確
保が求められている。

取組と改善点

　令和3年度においては、小山小学校区第5
おおたかの森ルームの新規施設整備を行
う。
　また、老朽化している流山小学校区第1お
おぞら学童クラブのガスエアコンを更新す
る。

取組結果

　小山小学校区第5おおたかの森ルーム（定
員160人）を整備した。
　また、流山小学校区第1おおぞら学童クラ
ブのガスエアコンを更新した。

事業内容

　児童数の増加に対応するため、新たな学童クラブを創設す
る。

予算額
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

青少年主張大会運営事業

担当課 評価

生涯学習課 873 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
前年度は中止となったが、感染症対策を講
じ、無観客ながら開催できた。

今後の課題

　一般の来場者が増えるよう、PR等での工夫
が必要である。

改善策

　青少年主張大会の開催告知や発表文集の設
置について、広報紙などで広く周知する。

　令和3年10月1日、文化会館で「青少年主
張大会」を開催した。新型コロナウイルス
感染症対策として、会場内は無観客とし、
市内各中学校にライブ配信を実施した。ま
た、発表文集を作成し、各図書館、市役所
情報公開コーナーなどに設置した。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、「高校生の部」は応募がなかった。
　「中学生の部」は、ライブ配信により、
同年代の生徒に熱い思いを伝えることがで
きた。
【発表者数】
・中学生の部：9人

事業内容

　市内の各中学校、高等学校などの生徒・学生並びに青少年
（18歳以下）から発表者を募集し、日頃考えていることなどを
発表する場を提供する。

予算額

現状と課題

　青少年の発表を多くの市民に聞いていた
だき、青少年への理解を深めていただくた
め、一般の来場者数を増やす必要がある。

取組と改善点
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

姉妹都市少年スポーツ
交流事業

担当課 評価

生涯学習課 720 千円 評価に該当しない

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により実
施がないため。

今後の課題

　相馬市以外の姉妹都市との交流事業及び補
助金利用団体の拡充が必要である。

改善策

　各姉妹都市との交流を推進するため、広報
ながれやま及びホームページに補助金交付の
記事を掲載し、広く周知する。

現状と課題

　福島県相馬市との交流事業（野球、サッ
カー、剣道）は例年開催されているが、長
野県信濃町、石川県能登町、岩手県北上市
との交流を深める必要がある。

取組と改善点

　広報ながれやま（4月21日号）及びホーム
ページに当該事業に係る補助金交付の記事
を掲載したが、新型コロナウイルス感染症
の影響により応募団体はなかった。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響により
実施なし。

事業内容

　姉妹都市との交流及び青少年の健全育成を目的として、姉妹
都市相互の試合会場で実施される少年スポーツ交流事業を支援
する。

予算額
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

青少年健全育成団体
運営事業

担当課 評価

生涯学習課 2,804 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の影響により中
止となった事業もあったが、感染症対策を講
じながら、様々な事業を展開した青少年健全
育成団体の活動に対し、継続した支援が実施
できた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら、事業を実施する必要がある。

改善策

　各団体と連絡を密にしながら、事業を実施
する。

　青少年健全育成団体に補助金を交付し
た。
【補助金交付額】
・青少年育成会議　　　　　　660,000円

・青少年相談員連絡協議会　1,475,000円
　　　　　　　　　　返納額：882,409円
　　　　　　　　　　　　　　592,591円
・ボーイスカウト・ガール
　スカウト連絡協議会　　　　197,000円
・子ども会育成連絡協議会　　310,000円

取組結果

　各団体による様々な事業が実施された。
【青少年育成会議】会員数（24団体）
・親子たこあげ大会、青少年健全育成推進
　大会、啓発活動など
【青少年相談員連絡協議会】会員数（69人）
・チャレンジゲームなど
【ボーイスカウト・ガールスカウト連絡
　協議会】会員数（5団体）
・キャンプなど
【子ども会育成連絡協議会】会員数（118人）
・めざせ！ あそびの達人、書き初め大会
　など

事業内容

　青少年健全育成事業を推進するため、市内で活動する健全育
成団体を支援する。

予算額

現状と課題

　各団体の事業は、新型コロナウイルス感
染症対策を講じながら実施する必要があ
る。

取組と改善点
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

げんき村キャンプ場
運営管理事業

担当課 評価

生涯学習課 1,219 千円 Ａ

評価理由

　少人数の利用が増加傾向にあるが、前年度
と比較して、利用件数・利用者数が増加し
た。

今後の課題

　キャンプ場利用の増加に伴い、より安全か
つ快適に利用いただけるよう施設を管理・運
営する必要がある。

改善策

　利用者に、新型コロナウイルス感染症対策
の徹底を呼び掛ける。
　業務委託の受託者との連絡を密にしなが
ら、施設の管理・運営を行う。

事業内容

　市民などが家族やグループで野外活動を楽しみ、青少年健全
育成や健康増進に役立てる場を提供するため、キャンプ場の管
理・運営を行う。

予算額

現状と課題

　市民等に安全・快適に利用いただける施
設の管理・運営が必要である。
【目標】
・利用件数：200件

取組と改善点

　キャンプ場内の草刈り、清掃、安全点検
は業務委託により実施した。
　令和3年7月、倒木の撤去及び台風等で落
枝の恐れがある樹木の伐採を行い、安全な
施設管理に努めた。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症の影響により
利用制限した期間もあったが、利用日数・
件数が増加した。
・利用日数：　210日
　（前年度：　182日）
・利用件数：　211件
　（前年度：　156件）
・利用者数：1,278人
　（前年度：1,049人）
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

青少年関連団体補助事業

担当課 評価

生涯学習課 3,107 千円 Ａ

評価理由

　青少年補導員連絡協議会については、新型
コロナウイルス感染症の影響により様々な制
限がある中、各々が配慮しながら、積極的な
補導活動に努めた。また、第1回学校警察連絡
協議会については、書面開催となったが、可
能な限り情報交換の機会を作り、情報の共有
ができるよう努めた。

今後の課題

　状況に応じて感染症対策を講じながら、情
報交換や共有の機会を増やし、積極的な指導
に努める必要がある。

改善策

　各団体で情報交換や共有が更に充実するよ
う、協議会の在り方を見直し、役員会や研修
会の内容を充実させることで、青少年の健全
育成に努める。

事業内容

　青少年指導センター補導員連絡協議会及び学校警察連絡協議
会の2団体に対し活動を支援する。

予算額

現状と課題

　各団体が目的に沿った活動ができてい
る。今後は特に、各団体の活動の充実が図
れるよう、支援の仕方を工夫する必要があ
る。

取組と改善点

　各団体の活動を支援するため、補助金を
交付した。また、活動の遂行のために積極
的な連携を図った。

【補助金交付額】
・青少年補導員連絡協議会　465,000円
・学校警察連絡協議会　　　120,000円

取組結果

【青少年補導員連絡協議会】
・補導員数：134人
・補導活動の取組結果
　　実施回数：564回
　　（前年度：541回）
　　補導者数：275人
　　（前年度：145人）
【学校警察連絡協議会】
・講演・研修会：3回
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

青少年相談事業

担当課 評価

生涯学習課 4,906 千円 Ａ

評価理由

　様々な相談内容に対応できるよう、過年度
の相談傾向を分析し、適切なアドバイス等を
行った結果、ほとんどの相談が初回の対応で
完結できた。
　また、相談内容に応じて、関係諸機関を案
内できた。

今後の課題

　相談内容に応じて、関係諸機関を案内して
いるが、案内までに留まりがちである。相談
者の悩みの解決に向け、確実に繋いでいける
よう関係諸機関との連携を強化していく必要
がある。

改善策

　より多くの方が気軽に相談できるよう、相
談活動の工夫に努める。また、関係諸機関へ
の案内だけでなく、案内後の状況についても
情報提供してもらい、継続的な支援を可能に
する。

事業内容

　青少年の健全育成及び非行防止を図るため、青少年やその保
護者を対象とし、相談員による電話及び相談室での相談を実施
する。

予算額

現状と課題

　相談者が相談しやすい雰囲気づくりや、
丁寧な聞き取り等で相談活動の充実を図っ
ているが、相談窓口の性質上、どうしても
待ちの状況になることが多い。

取組と改善点

　ホームページや広報紙での相談窓口の紹
介のほか、センターだよりへ相談案内を積
極的に掲載し、相談窓口を広く周知した。

取組結果

【相談件数】
・学校関係：19件
・家庭関係： 8件
・性問題　：18件
・健康問題： 3件
・その他　： 9件
　
  合　　計：57件
　（前年度：81件）
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Ⅳ　子ども・子育て

Ⅳ－２　青少年の健全育成の促進

事業名

青少年社会環境浄化事業

担当課 評価

生涯学習課 191 千円 Ａ

評価理由

　地区活動実行委員会の活動を通して、地
域・家庭の教育力の向上について考え、保護
者や市民への啓発活動の必要性を認識するこ
とができた。

今後の課題

　行政主導になりがちであり、地域主体の活
動になっていない部分があった。

改善策

　中学校区を中心とした、地域主体の活動の
整備を充実させる。

事業内容

　青少年の健全育成及び非行防止のため、青少年にとってより
よい社会環境の整備を行う。

予算額

現状と課題

　実行委員が主体性をもって活動に取り組
む意識は育ってきたが、推進団体からの選
出委員であることを踏まえ、連携を強化し
ながら、地域活動がより具体化するよう更
に充実させる必要がある。

取組と改善点

　地区活動実行委員による店舗利用状況調
査を実施し、その情報を委員で共有し、各
中学校区で広報誌を作成・配布した。
　また、講演会を実施し、活動の意義の理
解と意識の向上を図った。

取組結果

　有害図書の取扱いに関する店舗調査の結
果、問題のある店舗はなかった。調査結果
やアンケート内容を第3回の地区活動実行委
員会で共有した。

・店舗調査及び店舗利用状況調査
　対象店舗数：99店
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

教育委員会委員運営事業

担当課 評価

教育総務課 3,975 千円 Ａ

評価理由

　定例会計12回を滞りなく開催することがで
き、緊急性が高い案件に対して臨時会を開催
し迅速に対応することができたため。また、
教育現場の視察や講演会・研修会への参加を
行ったことで、今後の教育行政について活発
な議論が交わされた。

今後の課題

　今後しばらく続く人口増、児童・生徒数の
増加に対応できるよう、状況の変化に応じて
教育現場の抱える問題、課題について、迅速
かつ的確に把握する必要がある。

改善策

　引き続き、積極的に教育現場の視察を行う
とともに、教育委員会議において、人口の増
加に伴う教育施設整備やICT教育の進捗状況を
はじめとした様々な課題についての報告を適
宜行うことで、教育現場の問題点や課題の把
握に努め、先を見通した教育環境の整備、充
実のため、更なる議論の活性化を図る。

事業内容

　教育に関する事務を管理及び執行するため、流山市教育委員
会議定例会及び臨時会を開催し、教育行政運営の向上を図る。

予算額

現状と課題

　毎月1回定例会を開催し、条例や規則の改
正、教育費予算のほか、流山市の教育の抱
える課題等について議論している。
　新型コロナウイルス感染症や多様化する
教育現場における問題等を踏まえた議論を
行う必要がある。

取組と改善点

　新たに児童生徒の心身のケアや医療について
の専門的知識を有する委員の意見を得るため
に、流山市教育委員会委員の定数を定める条例
を新たに策定し、全体の委員数を１名追加して
５名とした。
【開催回数及び審議数】
　定例会　12回
　臨時会　 1回
　審議数　50件
【教育現場視察】
　おおぐろの森小学校
　南流山小学校
　東小学校
　おおぐろの森中学校
【講演会】
　流山市教育研究会講演会
　流山市教育委員会講演会
【研修会】
　GIGAスクール構想導入端末研修会
　千葉県市町村教育委員会オンライン協
　議会
　教育長・教育委員研修会

取組結果

　教育委員会議において、新たに児童生徒
の心身のケアや医療についての専門知識を
有する委員が議論に加わり、多様化・複雑
化する教育現場の問題に対し議論を重ねる
ことができたほか、新設中学校開校に伴う
通学区域の設定、いじめや不登校などの現
状の把握や課題の抽出、対策についての協
議や、文化財保存活用地域計画策定協議会
設置要綱の制定等様々な教育課題を抱えた
各議案の議決を行うことができた。
　また、流山市教育委員会講演会では、大
東市の教育長の講話を聴き、教育委員の活
動の活性化を図った。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

文化・スポーツ振興事業

担当課 評価

教育総務課 290 千円 Ａ

評価理由

　奨励金の交付申請を流山市文化・スポーツ
等振興奨励金交付要綱に基づき、適切に審査
し、交付決定をすることができた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
動画による審査が行われる等、大会の実施方
法が多様化している。限られた大会や競技の
中で、実施状況を適切に注視していく必要が
ある。

改善策

　対象者に適切に奨励金を交付するために、
文化部門及びスポーツ部門担当課との連携を
密にし、競技の開催状況の把握に努める。

事業内容

　文化・スポーツ等の大会等に出場又は優秀な成績を収めた市
民及び団体に、奨励金を交付し、もって文化・スポーツの振興
を図る。

予算額

現状と課題

　流山市文化・スポーツ等振興奨励金交付
要綱に基づき、文化部門及びスポーツ部門
において各種大会等に出場又は優秀な成績
を収めた市民及び団体に対して奨励金を交
付している。
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、対象となる大会等の開催も限られてい
る中で、開催状況の把握に努めていく必要
がある。

取組と改善点

　流山市文化・スポーツ等振興奨励金交付
要綱に基づき、文化部門及びスポーツ部門
の大会に出場又は優秀な成績を収めた市民
及び団体を対象に、審査会を実施し、奨励
金の交付を行った。

取組結果

【文化部門】
（個人）
　全国大会　4件
（団体）
　全国大会　1件

【スポーツ部門】
（個人）
　国際大会　1件
　全国大会　6件
（団体）
　国際大会　1件
　全国大会　1件
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

入学準備金貸付事業

担当課 評価

教育総務課 1,000 千円 Ａ

評価理由

　入学準備金の貸付制度について市の広報や
ホームページ、窓口での案内に加え、各中学
校への通知を行い、制度の内容について広く
周知した。
　また、家庭訪問、電話等で催告を行うこと
で未償還金の一部を解消することができた。

今後の課題

　事業は適正に実施されているが、保護者の
それぞれのニーズに合わせて、他の制度の活
用についても案内をしていく必要がある。
　また、貸付金の償還についてはその家庭の
状況を踏まえた相談を実施し、計画的な返済
ができるようその圧縮に向け工夫する必要が
ある。

改善策

　貸付制度について、他の制度の実施状況を
把握する。併せて、他の自治体の制度を研究
し、必要に応じて事業の在り方を見直す。
　償還については、引き続き催告、電話連絡
のほか、新型コロナウイルス感染症の状況を
踏まえつつ家庭訪問を行うなど、未償還金の
解消を図る。

事業内容

　高等学校又は、専修学校に入学するにあたり、入学準備金の
調達が困難な保護者に対し入学準備金の貸付けを行い、もって
教育の機会均等を図る。

予算額

現状と課題

　保護者からの申請により、その内容を審
査し、入学準備金の貸付けを行う。
　制度の内容や、手続きの方法について周
知を図り、教育の機会均等を図ることが求
められる。
　未償還金の解消が課題となる。

取組と改善点

　三者面談や、進路説明会、保護者会に合
わせて各中学校に案内を通知し、制度の周
知を図るとともに、申請書類に、制度の内
容や申請の流れをわかりやすくフロー図で
表したものを添付した。
　償還については、家庭訪問を実施したほ
か、催告や電話相談等を行い、未償還金の
解消を図った。

取組結果

　市の広報やホームページに掲載するとと
もに、各中学校に通知し、貸付制度の周知
を行い、10件の問合せを受けた。
【問合せ件数】　10件
【申請件数】　　 0件
【貸付決定数】 　0件
【受付期間】
　R4.1.4～R4.3.4
【償還】
　家庭訪問、電話等での催告を行い、未償
還金の一部を解消することができた。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

校外学習バス運営事業

担当課 評価

教育総務課 9,488 千円 Ａ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症の動向を注視し
つつ、市内小学校及び特別支援学級に対し、
校外学習バスを運行することができた。

今後の課題

　児童数の増加に伴い、年々利用希望台数が
増加しているため、予算の確保、日程調整が
課題となっている。
　また、引き続き新型コロナウイルス感染症
の動向を注視し、感染の拡大時には、延期や
中止を視野に入れた柔軟な対応が必要とな
る。

改善策

　利用台数の増加について、適切に予算を確
保するとともに、学校からは複数の希望日を
提示してもらう等、スムーズな事業運営に努
める。
　新型コロナウイルス感染症への対応につい
ては、学校及び委託業者と連携を密に取り、
十分な対策を講じてバスの運行を行う。

事業内容

　校外学習バス運行委託契約に基づき、バスの提供及び運行を
行うことで、小学校等の児童等の校外学習における移動手段を
確保し、総合的学習の一環とする社会科の地域学習の向上を図
る。

予算額

現状と課題

　小学校等の児童等の総合的学習の一環と
する社会科の地域学習において、市内各施
設の見学等を行う際の移動手段として、校
外学習バスを用いている。
　児童生徒数の異なる各校の利用希望台数
のすべてを確保し、各校の希望する日程で
の運行ができるよう調整することが課題と
なる。
　また、新型コロナウイルス感染症の動向
を注視し、適切な運行計画を立てる必要が
ある。

取組と改善点

　各学校及びバス運行業者と連絡を密に取
り、新型コロナウイルス感染症の感染状況
を見ながら、校外学習バスの運行を行っ
た。
　小学校17校及び特別支援学級に対し、校
外学習バスの運行を行った。
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、バス運行業者と協議のうえ実施を延期
するなど感染症対策を徹底した。

取組結果

【実施校数】
　小学校　17校
　特別支援学級（合同実施）

【運行台数】
　74台

【キャンセル台数】
　6台
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

学校サポート教員派遣研究
事業

担当課 評価

指導課 162,074 千円 Ａ

評価理由

　全小中学校に学校サポート教員を配置し、
更に学校のニーズに応じて複数名配置するこ
とができたことで、支援を要する児童生徒に
きめ細かな対応をすることができた。

今後の課題

　児童生徒数の増加に伴い、支援を必要とす
る児童生徒の増加とともに、対応が多様化し
ているため、児童生徒一人一人のきめ細かな
指導を充実させるためにも、更なる人員の配
置が必要である。また、学校サポート教員の
スキルアップを図っていく。

改善策

　全小中学校に聞き取りを行い、支援を必要
とする児童生徒の実態とニーズを把握し、状
況に応じた配置を進める。
　学校サポート教員の更なるスキルアップの
ために、年に数回研修会を行う。

事業内容

　学校サポート教員（学習サポート教員、指導員、算数数学学
習指導員）を各学校に配置し、通常学級に在籍する特別な支援
を要する児童生徒への個に応じた指導や、授業での個別支援や
習熟度別学習の補助等のきめ細かな指導を充実させる。

予算額

現状と課題

　児童生徒数の増加に伴い、特に大規模校
へは算数数学学習指導員の増員が必要であ
る。また、支援を必要とする児童生徒の増
加とともに、対応が多様化している。児童
生徒一人一人のきめ細かな指導を充実させ
るためにも更なる人員の配置が必要であ
る。

取組と改善点

　全小中学校に聞き取りを行い、支援を必
要とする児童生徒の実態とニーズを把握
し、状況に応じた学校サポート教員の配置
を進めた。

取組結果

　学習サポート教員・指導員合わせて46人
を確保し、そのいずれかを市内全小中学校
に配置（大規模校には複数）し、算数数学
学習指導員も、全校に1人ずつ（大規模校に
は複数）配置をした。各学校からの派遣希
望（実態把握）による人員を配置したこと
で、通常学級における支援を要する児童・
生徒の効果的なサポートにあたることがで
きた。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

教育指導人材充実事業

担当課 評価

指導課 4,608 千円 Ａ

評価理由

　全小学校で邦楽鑑賞教室を実施することが
できた。
　日本語指導の要望も高く、要望に合わせて
指導者を派遣できた。

今後の課題

　学校支援につながる人材の活用状況を把握
し、効果的な活用を図る。
　学校と連携を図りながら、日本語指導が必
要な児童生徒を把握し、一人一人に合った指
導について検討していく。

改善策

　学校支援につながる人材の活用状況を把握
するとともに、効果的な活用ができるよう学
校と連携を取りながら推進していく。
　日本語指導については児童生徒の状況を見
ながら、指導時期や方法について今後も検討
していく。

事業内容

　教育支援委員会、義務教育人材活用、音楽鑑賞教室、小中学
校日本語指導等、幅広い人材を活用し、学習指導に活かすこと
により教育内容の資質向上を図る。

予算額

現状と課題

　各校の実情に合わせ、計画的な人材活用
を図るために、年間を見通した計画を策定
する。

取組と改善点

　学習等の学校支援につながる優れた地域
人材の活用を、学校と連携しながら促し
た。

取組結果

　様々な分野の人材を活用することによ
り、日常の学習や活動では得ることができ
ない専門的な指導を受けることができた。
全小学校で邦楽鑑賞教室を実施することが
できた。
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事業名

中学校ALT配置事業

担当課 評価

指導課 36,285 千円 Ａ

評価理由

　コロナ禍ではあるものの、中学校ALT研修会
を計画どおり開催することができた。互いの
授業から意見交換をし、話合いを深めること
ができた。

今後の課題

　中学校ALT自身の指導力向上を図るととも
に、英語科教員と効果的なティームティーチ
ングが実施できるように、更なる質の向上を
目指す。
　小・中のつながりを意識した外国語教育の
更なる充実を図る。

改善策

　今後も継続して、ALTの授業を参観し、指導
助言を行っていく。
　小中学校ALTと英語科教員の合同研修を開催
し、効果的なティームティーチングが実施で
きるように指導力の向上を図っていく。

事業内容

　外国語指導助手（ALT）を中学校全校に配置し、幅広い外国
語教育の推進を図る。学校生活の中で生徒との日常的な関わり
を通して、「活用できる英語」の習得を図る。

予算額

現状と課題

　生徒のコミュニケーション力の向上のた
めにALT自身の指導力向上を図り、英語科教
員と、効果的なティームティーチングが実
施できるようにする。
　小・中のつながりを意識した外国語教育
の充実を図る。

取組と改善点

　中学校全ALTの授業を参観し、指導助言を
行うことで指導力向上を図った。
　小中連携を活かした外国語教育の充実を
図るために、中学校ALT研修会を行った。

取組結果

　中学校全ALTの授業を参観し、指導助言を
行った。
　ALTの勤務状況を学校長が評価した。

　中学校ALT研修開催数　1回
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事業名

地域による学校支援事業

担当課 評価

指導課 7,513 千円 Ａ

評価理由

　地域学校協働本部が各中学校区において、
様々な活動を展開することができ、地域の力
を学校の教育活動に活かすことができた。

今後の課題

　現在、学校支援コーディネーターを中心に
地域学校協働活動を行っているが、地域と学
校の真のニーズを共有することが今後の課題
である。

改善策

　令和3年度よりコミュニティ・スクールを導
入し、今年度も更に2中学校区で導入していく
ので、地域と学校が目標やビジョンを共有
し、効率的かつ継続的な協働活動の更なる発
展を目指していく。

事業内容

　中学校区に地域学校協働本部を設置し、各学校に配置した
コーディネーターが、ボランティアを希望する地域住民との調
整を図りながら、学校支援ボランティアを派遣し、児童生徒の
教育活動の充実を図る。

予算額

現状と課題

　中学校区ごとに設置している地域学校協
働本部の学校支援コーディネーターがボラ
ンティアと学校をつないでいる。
　令和3年度より2中学校区でコミュニ
ティ・スクールを新たに導入し、地域によ
る学校支援のさらなる拡充を図るため、現
在ある人的・物質的資源を有効に活用し学
校と地域の連携を更に深めていくことが課
題である。

取組と改善点

　学校支援コーディネーターが地域の人材
を開拓し、学校支援ボランティアとして学
校と地域をつないだ。
　学校支援コーディネーターの交流会を行
い、互いの活動の報告とともに、活動の幅
を広げた。

取組結果

　学校と学校支援コーディネーターは、学
期に1度、会議を開催することで、学校の教
育活動の手助けとなる支援を行うことがで
きた。
　また、千葉県が主催する研修に参加する
ことで、他地域の活動を学ぶことができ
た。

60



 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

流山市部活動支援事業

担当課 評価

指導課 6,567 千円 Ａ

評価理由

　教員が授業の準備及び生徒と向き合う時間
を確保ができたこと、専門的な知識、技術を
持っている指導員の指導により、生徒の技術
が向上したことなどが挙げられる。

今後の課題

　今後、より多くの中学校に配置すること
で、さらに多くの生徒が専門的な知識、技術
を持っている指導員の指導を受けられる。教
員も多くの時間を確保することが見込め、働
き方改革につながる良さを検証し、事業を推
進していきたい。

改善策

　今後も部活動外部指導員の効果を見据え、
推進していく。

事業内容

　「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」をも
とに、部活動指導員を配置し、部活動の更なる活性化と教職員
の働き方改革を図る。

予算額

現状と課題

　学校の顧問と外部指導員が密に連携をと
り、状況を把握することが生徒の成長につ
ながるので、その時間を確保することが課
題である。

取組と改善点

　外部指導員は令和元年度と令和2年度は、
中学校2校8部活、令和3年度は、中学校3校
12部活に配置した。
　実際に練習等の開始前、終了後に顧問、
外部指導員で時間を確保し情報共有を行っ
た。
　また、部活動に関するアンケートを実施
した。

取組結果

　外部指導員と顧問の役割を共通理解し、
生徒に指導することで、生徒の成長につな
がった。
　アンケート結果によると、「今まで部活
動指導に充てていた時間を授業準備の時間
とすることができたため、授業が充実し
た。」「生徒と向き合う時間を確保するこ
とができた。」「専門的な知識、技術を
持っている指導員の指導により、生徒の技
術が向上した」などが挙げられた。
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事業名

小学校教育指導運営事業

担当課 評価

指導課 17,860 千円 Ａ

評価理由

　年度はじめに全学年において図書館利用に
関するオリエンテーションを実施したことに
より、学校図書館の利用方法について理解が
深まった。小学校においては、読まれる本の
分類に偏りがあるため、学校図書館を読書セ
ンターのみでなく学習・情報センターとして
の役割として利用されるような働きかけがな
されたことで、幅広く本に親しむことにつな
がった。学校図書館司書が配置されたことに
より、学習支援や読書推進活動等に係る各学
校の司書教諭への働きかけが活発に行われ
た。このことにより児童の読書活動が推進さ
れ、貸出冊数が増加した。

今後の課題

　学校図書館司書の活用の推進をより図るこ
とを鑑み、「2校に1人」配置から大規模校か
ら順に、勤務日数や時数の拡充を目指す。ま
た、読書活動のさらなる推進に向け、学校図
書館資料の充実や環境整備等、学校図書館に
求められていることを明確にし、研修に盛り
込み、司書のスキルアップを図っていく。

改善策

　学校の規模や今後の新設校開校を見据え、
学校図書館司書の更なる活動の充実を推進し
ていくとともに、司書のスキルアップのた
め、年に数回の研修を行う。
　各学校の特色ある取り組み等を共有するこ
とで、さらなる読書活動の推進、学校図書館
の充実に努めていく。

事業内容

　児童の読書活動推進のため、学校図書館の充実に努める。ま
た、学校図書館を運営していくために必要な専門性や技術を備
えた学校図書館司書を配置する。

予算額

現状と課題

　学校図書館司書を小中学校合わせ、令和
元年度は8人、令和2年度は12人、令和3年度
は13人に増員しているが、経験の浅い学校
図書館司書がいるのでスキルアップが必要
である。
　小学生においては、貸出冊数が伸びてい
るものの、読まれる本の分類に偏りがあ
る。幅広く本に親しませる工夫を凝らす必
要がある。
　学校図書館資料の積極的な刷新が課題で
ある。

取組と改善点

　経験の浅い学校図書館司書に指導・助言
する学校図書館司書リーダーを設置したこ
とにより、各学校で読書活動が推進され
た。また、年に5回、研修を実施し、学校図
書館司書全員のスキルの向上を図った。

取組結果

　学校図書館司書が配置され、日常の学校
図書館管理業務だけでなく、学習支援や読
書推進活動により、児童の読書活動が推進
された。貸出冊数も増加している。
　学校図書館司書の研修を実施し、スキル
の向上を図ったことで、学級担任への支援
の質が向上した。例えば、授業者のニーズ
を把握し、単元のテーマに沿った本を多数
用意したり、専門的な知識をもとに、レ
ファレンス（図書の紹介）をしたりなど、
積極的な働きかけが促進された。
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事業名

中学校教育指導運営事業

担当課 評価

指導課 12,535 千円 Ａ

評価理由

　学校図書館司書の支援を受けながら年度は
じめに、中学校１年生を中心に図書館利用に
関するオリエンテーションを実施した。中学
校においては、図書館利用、貸出冊数に課題
があるため、改善に向け、各学校で工夫を凝
らした取り組みがなされたことにより、一人
当たりの年間貸出冊数が少しずつ増加してい
る。学校図書館司書が配置され、司書教諭へ
の働きかけが活発に行われたことにより、学
習支援や読書推進活動が活性化され、各学校
の読書活動が推進された。

今後の課題

　学校図書館司書の活用の推進をより図るこ
とを鑑み、「2校に1人」配置から大規模校か
ら順に、勤務日数や時数の拡充を目指す。ま
た、学校図書館資料の充実や環境整備等、学
校図書館に求められていることを明確にし、
研修に盛り込み、司書のスキルアップを図っ
ていく。
　読書活動のさらなる推進に向け、課題をひ
とつずつ明確にし、取り組んでいく必要があ
る。まずは、学校図書館を利用する機会を増
やし、本を身近に感じることで読書に親しむ
意欲を育てていきたい。

改善策

　学校図書館司書の更なる活動の充実を推進
していくとともに、司書のスキルアップのた
め、年に数回の研修を行う。
　中学生の生活に読書が溶け込むように、す
でに各学校が工夫を凝らして行っている取り
組みを積極的に集約・発信し、良い事例の共
有を図る。

事業内容

　生徒の読書活動推進のため、学校図書館の充実に努める。ま
た、学校図書館を運営していくために必要な専門性や技術を備
えた学校図書館司書を配置する。

予算額

現状と課題

　学校図書館司書を小中合わせ、令和元年
度は8人、令和2年度は12人、令和3年度は13
人に増員しているが、経験の浅い学校図書
館司書がいるのでスキルアップが必要であ
る。
　中学生の読書離れが課題である。読書活
動推進に係る取り組みを実態に合わせて行
う必要がある。
　学校図書館資料の積極的な刷新が課題で
ある。

取組と改善点

　経験の浅い学校図書館司書に指導・助言
する学校図書館司書リーダーを設置したこ
とにより、各学校で読書活動が推進され
た。また、年に5年度回、研修を実施し、学
校図書館司書全員のスキルの向上を図っ
た。

取組結果

　学校図書館司書が配置され、日常の学校
図書館管理業務だけでなく、学習支援や読
書推進活動により、生徒の読書活動が推進
された。貸出冊数も増加している。
　学校図書館司書の研修を実施し、スキル
の向上を図ったことで、学校図書館司書に
よる教科担任への支援の質が向上した。中
学校においては、国語科への支援に偏りが
ちだが、社会科や総合的な学習の時間等の
探求型学習へ支援を行う学校が増えてきて
いる。
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事業名

学校教育内容充実事業

担当課 評価

指導課 5,817 千円 Ｂ

評価理由

　教育広報等で児童生徒の活動を地域に情報
発信することができたが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、職場体験学習や音
楽発表会等が中止となったため。

今後の課題

　教育広報の内容充実に努めるとともに、児
童生徒数の増加に対応し、発行部数も増やし
ていく必要がある。職場体験や職業人講話の
ねらいや体験後の児童生徒の変容を各事業所
に伝える等、今後も連携を深める必要があ
る。

改善策

　児童生徒の活躍を積極的に保護者や地域の
方々に周知する。研究指定校での活動や、研
究内容を他校に広げ、教員の資質向上を進め
る。

事業内容

　児童生徒の表彰、音楽発表会実施、教育広報や教育要覧の作
成、教育刊行物の購入、キャリア教育の推進、学校の研究と修
養の支援などを通して教員の意識・指導技術を高め、教育の資
質向上を図る。

予算額

現状と課題

　児童生徒の多方面での力を伸長するため
の職場体験学習、作品展、音楽発表会等の
事業を実施する。実施した様子を保護者や
地域の方に周知する。

取組と改善点

　事業の実施の様子を周知するため、教育
広報「教育ながれやま」の内容の充実を
図った。職場体験学習や音楽発表会等は、
新型コロナウイルス感染症対策の観点か
ら、令和3年度は中止した。職場体験に代わ
り、職業人講話等を各学校で行うよう働き
かけた。

取組結果

　教育広報で、事業の内容を積極的に発信
した。職場体験学習や職業人講話の協力事
業所を引き続き確保するために働きかけを
行った。
【教育ながれやま】
　年3回　各18,500部発行
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事業名

教育研修推進事業

担当課 評価

指導課 708 千円 Ａ

評価理由

　教職員の指導力向上を図るため、目的に応
じた講師を招き、効果的な研修を行うことが
できたため。

今後の課題

　年々、若年層教職員が増加していることや
学校を取り巻く課題が多様化していることか
ら、実践力の向上を目指す研修を行う。

改善策

　今日的な課題や現場のニーズを把握して取
り入れ、実践的な指導力が身につけられるよ
うに研修の充実を図る。

事業内容

　指導技術や専門的知識を学ぶ教職員研修等の充実を図ること
により、教職員の指導力の向上及び教育内容の質的向上を図
る。様々な教育活動の運営をサポートする。

予算額

現状と課題

　教職員の指導力の向上を図るために、
日々の指導に役立つ実践的な研修を実施す
る。

取組と改善点

　学習指導要領に対応した内容や今日的な
課題に対応した内容を研修に取り入れた研
修計画を作成した。また、各種研修会にお
いて、目的に応じた講師を招へいし、効果
的な研修を実施した。

取組結果

　生徒指導や道徳教育等、今日的な課題に
対応した研修内容を検討し、講師を招へい
した。
　若年層教職員や経験年数の浅い教職員を
対象とした研修「教師力アップ講座」の充
実を図ることができた。
【教師力アップ講座】
　参加登録者126人　全4回
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事業名

総合的な学習の時間推進事
業

担当課 評価

指導課 1,280 千円 Ａ

評価理由

　地域や学校、子どもたちの実態に応じ、学
習を進めるための教材整備を進め、子どもた
ち一人一人が自ら学び考える力を育成するこ
とができた。

今後の課題

　総合的な学習の時間の充実のために、教材
等の充実だけではなく、より効果的な学習と
なるように指導力の向上を図る必要がある。
また、指導力の向上のため、外部講師の招へ
いも必要である。

改善策

　各学校で創意工夫し、子どもや地域の実態
に応じた学習が展開できるよう、学校訪問で
の指導や研修会を通して指導力の向上に努め
る。

事業内容

　総合的な学習の時間の充実のため、教材等の充実を図り、各
学校の特色ある教育の推進を支援する。

予算額

現状と課題

　教材等の費用として、小中学校（特別支
援学級含む）に支援することにより、子ど
もたちの探求学習や体験内容の充実が図ら
れた。
　子どもたちの実態に応じ、学校の創意工
夫を生かした活動を展開する。

取組と改善点

　小中学校の全ての学級が、創意工夫を生
かした活動が展開できるように学級数を把
握し、教材等の費用を配分した。

取組結果

　教材等の費用として、小中学校（特別支
援学級含む）に支援することにより、子ど
もたちの探求学習や体験内容の充実が図ら
れた。
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事業名

教師用教科書・指導書・副
読本購入事業

担当課 評価

指導課 16,766 千円 Ａ

評価理由

　必要数の教師用教科書・指導書を配布する
ことで、各学校における教育活動を遅滞な
く、スムーズに行うことができたため。

今後の課題

　各校で必要な教科書・指導書を確実に準備
すること。また、新学習指導要領に対応した
中学校社会科副読本を作成すること。

改善策

　各校の開設学級数および配置職員数から必
要数を計算し、準備する。

事業内容

　教科指導の充実のために教師用教科書・指導書等を整備す
る。
　小学3年生、中学1年生に「社会科副読本」を配布する。

予算額

現状と課題

　児童生徒数の増加及び新設校への対応を
する必要がある。

取組と改善点

　教師用の不足分の教科書及び、社会科副
読本を配布した。また、新設小学校分の教
科書・指導書を購入した。また、児童生徒
推計から購入数を計画した。

取組結果

　教育活動に支障なく、教師用の教科書・
指導書を配付することができた。また、学
習指導要領に対応した、小学校社会科副読
本を作成した。
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事業名

情操教育推進事業

担当課 評価

指導課 2,101 千円 Ｂ

評価理由

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止せざるを得ない学校もみられたた
め。

今後の課題

　引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を行いながら実施を検討する必要があ
る。また、感染防止対策と情操教育の両立を
目指し希望する学校が事業内容を充実させて
いく必要がある。

改善策

　各学校の活用状況を考慮し、多くの児童生
徒が芸術に触れることができるよう、事業内
容や情操教育の目的等について学校に周知を
行う。

事業内容

　学校が意図的・計画的に企画する音楽鑑賞、観劇等を通し、
児童生徒の情操を養い、豊かな心情を養えるように支援する。

予算額

現状と課題

　児童生徒が楽しみにしている学校行事の
一つとなっている。児童生徒にとって楽し
い活動であることも大切であるが、同時に
児童生徒の道徳的な社会的価値観を高める
ことができるよう事業内容を充実させる必
要がある。

取組と改善点

　本物の芸術に触れることができる劇団、
楽団を紹介したり、これまでの取組などを
伝える等、支援をより充実させた。

取組結果

　今年度は観劇6校、音楽鑑賞5校、計11校
にて実施した。いずれも、児童生徒に感動
を与え、音楽や芸術への興味関心を高める
取組となった。
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事業名

ICT学習空間整備事業

担当課 評価

指導課 432,751 千円 Ａ

評価理由

　校内無線LAN環境の整備を全ての小中学校で
実施できたため。また、全ての児童生徒に児
童生徒用タブレット型PCの整備をすることが
できたため。

今後の課題

　課題としては、児童生徒用タブレット型PC
を授業で活用できる教職員のスキルの向上や
ICT機器の環境整備。
　また、児童・生徒の増加を含めたタブレッ
ト端末の保守・管理への対応。

改善策

　流山市GIGAスクール構想を実現するため、
今年度（令和3年度）に、民間企業と業務委託
を締結した。今後も児童生徒用タブレット型
PCの保守や管理、ヘルプデスクの構築、ICT支
援員による教職員への支援、校務系と学習系
ネットワーク連携の構築などを実施してい
く。
　校内のネットワーク環境についても、増強
工事を行い、通信環境の改善に取り組んでい
く。

事業内容

　市内小中学校にコンピュータやインターネット環境を整備
し、学習等で活用できるようにすることにより、社会の変化に
対応した学校教育を推進する。

予算額

現状と課題

　児童生徒用タブレット型PCの整備率100％
（1人1台）を目標とする。また、校内無線
LAN環境については全校配備済みである。
　課題としては、多数の児童生徒が一度に
使用する際に通信が滞り、PCのアプリが使
用できなくなる事象が発生していることが
挙げられる。

取組と改善点

　流山市GIGAスクール構想を策定し、校内
無線LAN整備、児童生徒1人に1台の児童生徒
用タブレット型PCの整備のほか、プロジェ
クタなどのICT機器整備を行った。
　改善点としては、児童生徒用タブレット
型PCを授業で活用できる教職員のスキルの
向上を図る研修機会の確保やタブレット型
PCの市内各小中学校への取扱いに関する啓
発である。

取組結果

　全ての小中学校に校内無線LAN環境が整備
された。また、児童生徒1人に1台のタブ
レット型PCが配付され、整備率100％を達成
した。
　教職員の研修については、授業でのタブ
レット端末の活用方法について、集合研修
を数回実施した。
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事業名

幼児教育支援センター運営
事業

担当課 評価

指導課 8,161 千円 Ａ

評価理由

　保幼小における円滑な接続のための各校・
各園の接続期のカリキュラム作成や、大学教
授を招へいしての講演会などを実施すること
ができた。
　また、増設された保育園等にも案内し、よ
り多くの施設と連携を深めることができた。

今後の課題

　園数の増加に伴い、接続期の子どもたちに
向けた適切な相談体制の構築が必要である。
　また、教育的ニーズが多様化していている
ことから、カリキュラムの接続に加え、一人
一人に応じた支援の在り方についても研修を
深めていく必要がある。

改善策

　巡回相談、電話や来所による相談の対象
を、就学前5歳児の保護者や教職員とすること
で、円滑な接続の支援を行っていく。
　第3回保幼小関連教育研究会に参加を希望す
る療育支援施設にも加わっていただき、関係
機関とも連携を深める。

事業内容

　保幼小関連教育研究会を実施し、幼児教育から学校教育への
円滑な移行を支援する。
　教職員を対象に、電話や来所による相談、巡回相談を実施し
ている。
　家庭や園における就学前教育を推進する。

予算額

現状と課題

　年間3回の保幼小関連教育研究会及び小学
校、幼稚園・保育所（園）、認定こども園
見学会を計画している。
　また、巡回相談や、電話や来所による相
談を実施した。園数が増加し、スムーズな
相談や支援を行うことが必要である。

取組と改善点

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、第1回保幼小関連教育研究会を書面開催
とした。また、小学校、幼稚園・保育所
（園）等見学会を中止した。
　その他の研究会は予定どおり実施し、カ
リキュラムの接続についての研修や就学に
おける情報交換をすることができた。

取組結果

　第1回保幼小関連教育研究会は書面開催と
し、接続期のカリキュラム作成に取り組ん
だ。
【第2回保幼小関連教育研究会】
　参加者68人
【第3回保幼小関連教育研究会】
　参加者80人
　幼児の保護者への相談、また要請のあっ
た園への訪問・巡回相談を実施した。
【年間相談件数】
　118件（巡回・訪問・電話・来所含む）
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事業名

特別支援教育推進事業

担当課 評価

指導課 8,721 千円 Ａ

評価理由

　感染症拡大防止の観点から、昨年度は講師
を招へいしての研修会を実施することができ
なかったため、書面による研修会を実施し
た。
　就学相談を丁寧に行ってきた。

今後の課題

　就学相談件数が増え、教育的ニーズも高
まっていることから、就学相談の円滑な進め
方を見直して行く必要がある。特別支援教育
への専門性と指導力向上を学校と連携しなが
ら進めていくことが必要である。

改善策

　流山市就学説明会を広く市民に周知し、教
育委員会で就学相談を実施する。
　就学相談を希望している保護者の思いを大
切にしながら丁寧に進めていく。
　特別支援学級担任及び通級指導教室担当者
の専門性と指導力向上を図るため、研修を進
めていく。

事業内容

　知的障害や情緒障害、発達障害、言語障害、肢体不自由など
の理由により、特別な支援が必要な児童生徒に対して、継続的
に関係機関と連携して支援を行う。
　関係機関が、相互に共通理解を深め、よりよい支援ができる
ように研修の充実を図る。

予算額

現状と課題

　一人一人の教育的ニーズに応じた特別支
援教育の充実を図るため、個別サポート
ファイルを配付することで切れ目のない支
援を行っている。

取組と改善点

　就学相談を丁寧に行うため、スクールカ
ウンセラーによる検査の実施を行ってい
る。
　市内の特別支援学級の児童生徒による合
同交流会を感染症対策を行いながら実施し
た。

取組結果

　丁寧な就学相談を行うことで、ほぼ全て
の相談で保護者の希望の就学につなげるこ
とができた。（令和3年度相談件数413件）
　合同交流会を行うことで、他校の児童と
の交流を持つことができた。
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事業名

教育用インターネット活用
推進事業

担当課 評価

指導課 17,979 千円 Ａ

評価理由

　インターネット回線について、現状から見
えた改善点、次年度へ向けた課題が明確に
なったため。

今後の課題

　インターネット回線の改善が必要である。
　モデル校でのネットワーク増強による改善
傾向に鑑み、市内小中学校に同様の施工を
行っていく必要がある。

改善策

　市内の全小中学校を対象としてネットワー
ク増強工事を実施していく。
　業者との業務委託の中で、令和4年度2学期
からの本格運用を目指し、夏期のネットワー
ク構築工事について具体的なスケジュール等
を検討していく。

事業内容

　インターネットの活用を推進し、情報活用能力の育成を図
る。

予算額

現状と課題

　1校あたり、1度につき120台程度の児童生
徒用タブレット型PCの接続にとどまり、全
校児童生徒が同時に接続することができな
いため、市内小中学校のインターネット回
線の増強が必要である。

取組と改善点

　モデル校を流山小（規模約1,000人）とし
てネットワーク増強工事を先行実施した。

取組結果

　モデル校において、児童生徒用タブレッ
ト型PCのインターネット回線への接続率が
19％から100％に改善し、全校児童のタブ
レット型PCによるネットワークへの同時接
続することができるようになった。
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事業名

教育研究企画室
運営管理事業

担当課 評価

指導課 19,092 千円 Ａ

評価理由

　各学校と連携し、学習支援、生活支援を進
め、教育支援センターから学校復帰へつなげ
ることや社会的自立へ向けた取組ができた。
教育相談については、保護者、児童生徒の主
訴に応じて、学校だけでなく、必要な関係機
関と連携を図りながら適切に対応できた。

今後の課題

　相談内容が多様化している中、児童生徒、
保護者の不安感に寄り添った専門的な対応が
必要である。併せて、教育支援センター通級
児童生徒の自立に向けた取組も重要である。
それぞれの解決に向け、学校や関係機関との
連携を更に進めていく必要がある。

改善策

　教育広報「教育ながれやま」、各種リーフ
レット、研修等で教育相談機関について周知
する。
　教育相談が充実して行えるよう、スクール
ソーシャルワーカーやスクールカウンセ
ラー、関係部局等とのスムーズな連携を図
る。
　フレンドステーション しんかわの開設を通
し、より不登校支援を充実させる。

事業内容

　教育相談窓口、教育支援センターを開設し、相談員や指導
員、スクールカウンセラーによる児童生徒の心のケアを図る。
また、不登校児童生徒の学習・生活への適応指導、生活指導等
のコーディネートを行い、児童生徒の社会的自立を図るように
する。

予算額

現状と課題

　相談内容が多岐にわたることから、関係
機関との連携を図りながら対応を進めてい
く。また、不登校に関する相談内容が一番
多いことから、教育支援センター運営の充
実も図る。

取組と改善点

　相談対応をさらに充実させるため、ス
クールカウンセラーの勤務日数を30日分増
やした。
　また、不登校児童生徒の支援の充実を図
るため、「フレンドステーション しんか
わ」の開設計画を進めた。

取組結果

電話相談　　979件（前年度　755件）
来所相談　1,045件（前年度　834件）
教育支援センター通級児童生徒
　21人（見学・体験含むと53人）
通級していた中学3年生は全員進学すること
ができた。
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事業名

体力向上推進事業

担当課 評価

指導課 5,751 千円 Ａ

評価理由

　コロナ禍においても、各研修等、参加者の
意識も高く、充実した事業になっている。

今後の課題

　コロナ禍において、どのような取組が工夫
してできるかを積極的に考え、計画的に進め
ていく必要がある。研修の内容を精選して充
実させることが課題である。

改善策

　学校現場の実態を把握するためのアンケー
トやデータを集めて、実態に合った研修を教
職員に行うことで、児童生徒の体力・技術力
向上に反映できるように指導していく。

事業内容

　健康増進や体力向上を目的とした行事や講習会を主催、支援
する。
　流山市小中学校体育連盟の活動を支援する。
　生涯体育・スポーツに関わる意識を培う。

予算額

現状と課題

　体育的行事等をより充実させていくため
に若手教員の育成が課題である。
　小中学校体育連盟を支援し、大会運営を
通して、児童生徒の体力、技術力の向上に
努める必要がある。

取組と改善点

　若手教員を含めた指導者の児童生徒への
指導力向上、機器の準備や取扱い、審判な
どの技術力向上を確実に進めるために有効
な講習会等を計画し、改善を図った。

取組結果

　コロナ禍のため研修等が集まってできな
い中、eラーニング研修を行い、専門的な知
識理解に深めた。
　小学校陸上大会では、新記録が生まれる
など充実した大会となった。
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事業名

児童生徒大会派遣事務事業

担当課 評価

指導課 3,052 千円 Ａ

評価理由

　小中学校体育連盟や各学校と連携を図りな
がら大会派遣事業を行うことができた。

今後の課題

　大会派遣について、学校に伝えるべき内容
がより具体的かつ迅速に伝えられるよう小中
学校体育連盟事務局を指導する。

改善策

　各学校や小中学校体育連盟との連携をより
一層図り、業務を速やかかつ綿密に進める。

事業内容

　市内小中学校の文化・スポーツの振興と資質・能力の向上を
図るため、県大会以上の大会・コンクールへの参加を支援す
る。

予算額

現状と課題

　小中学校体育連盟や各学校との連携を図
り、速やかかつ的確に出場状況を把握する
必要がある。

取組と改善点

　県大会以上の大会、コンクールへの児童
生徒の出場状況を的確に把握するよう、各
学校及び小中学校体育連盟との連絡を密に
するよう努めた。

取組結果

　各学校、小中学校体育連盟と連携し、出
場状況を的確に把握し、大会派遣補助金の
要綱に基づき、体育的活動、文化的活動の
全ての大会派遣について適切に補助するこ
とができた。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

オリンピックパラリンピッ
ク教育推進事業

担当課 評価

指導課 140 千円 Ａ

評価理由

　コロナ禍でも、推進校は新型コロナウイル
ス感染症対策を講じながら、事業推進に取り
組んだ。

今後の課題

　東京2020オリンピック・パラリンピックに
向けて実施してきたことを、今後どのように
活かして行くかということが課題である。

改善策

　千葉県の施策を十分に理解し、県の関係機
関と十分に連携をとっていくことが重要であ
る。

事業内容

　スポーツ庁による委託事業で、2020年の東京オリンピック・
パラリンピックの開催に向け、国際的な視野をもって世界の平
和に貢献できる人材の育成を図る。

予算額

現状と課題

　事前・事後の学習を充実させることで、
オリンピック・パラリンピックへの興味・
関心を高める。また、推進校の取組を、市
内の学校にも広げ、更なる推進を図る必要
がある。

取組と改善点

　小山小学校、常盤松中学校において、講
師を招いてオリンピック・パラリンピック
教育について講演会や体験授業を行った。

取組結果

　推進校では、オリンピック・パラリン
ピックの取組について理解を深めた。
　体験授業等を通して、障害を持った方と
接する機会とし、障害者スポーツへの理解
を深めることができた。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－１　豊かな学びを支える教育内容の充実

事業名

小学校英語活動推進事業

担当課 評価

指導課 54,682 千円 Ａ

評価理由

　英語活動指導員、小学校ALTを効果的に活用
するための体制を整え、研修内容を充実させ
ることができた。

今後の課題

　大規模校の学級増の対応として、人的配置
を増やしていくとともに、効果的なティーム
ティーチングを行っていくための、研修を更
に充実させていく。

改善策

　大規模校への対応として、英語活動指導員
の複数配置や、ALTを1校1名配置等、人的配置
を整える。
　学級担任との効果的なティームティーチン
グを行うために、今後も継続して研修を実施
していく。

　人的配置を整えるとともに、外国語教育
の方向性や指導の在り方等について、資料
を配付し周知を図った。
　全ALTの授業を参観し、指導助言を行い、
勤務状況を確認した。ALT研修会にて、学級
担任との効果的なティームティーチングに
ついて研修内容を充実させ、各小学校の実
践に生かすことができた。

取組結果

　小学校ALTを2校に1人の割合で配置した。
　英語活動指導員を1校に1人の割合で配置
した。
　大規模校においては複数配置した。
【ALT研修会開催数】
　1回
　英語活動指導員、ALTの勤務状況を学校長
が評価した。

事業内容

　小学校外国語教育の推進のために、英語に堪能で外国語の文
化や生活に精通した英語活動指導員及び外国語指導助手
（ALT）を配置する。3年生から6年生までの授業で学級担任と
のティームティーチングができる体制を整え、教育内容の充実
と向上を図る。

予算額

現状と課題

　学習指導要領に沿って、外国語（活動）
の教材の活用について研修を通して理解を
深めるとともに、学級担任との効果的な
ティームティーチングについても、更に研
修を充実させることが必要である。

取組と改善点
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

学校施設建設支援事業

担当課 評価

学校施設課 40,000 千円 Ａ

評価理由

　概ね当初の予定どおりのスケジュールで、
令和3年度を終えた。

今後の課題

　令和4年度から、工事の着工を予定している
ため、実施設計の策定に向けて、受託者との
更なる協議が必要になる。

改善策

　引き続き、リモート協議も採用して適宜に
支援を受ける。

事業名

小学校ＰＣＢ混入電気機器
改修事業

担当課 評価

学校施設課 1,302 千円 Ａ

評価理由

　適正に処理されたことを確認した。

今後の課題

　本件をもって、全ての学校のPCBの処理が完
了した。

改善策

　事業完了のため、特になし

事業内容

　児童数の増加に対応するため、学校施設建設等事業のうち、
（仮称）市野谷小学校の新設及び、南流山中学校の移転につい
て、経験豊富な建築技師を有する民間企業に業務の支援を委託
する。

予算額

現状と課題

　令和6年4月の開校に向けて実施設計の策
定が必要である。

取組と改善点

　受託者と綿密な調整を要する。

取組結果

　パブリックコメントの実施を経て基本設
計を策定し、実施設計の策定に着手でき
た。

事業内容

　「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適切な処理の推進に関する特
別措置法」に基づき、校内にあるPCB混入電気機器を処理する
もの。

予算額

現状と課題

　流山小学校及び新川小学校が処理対象校
である。

取組と改善点

　廃棄物処理業務委託による。

取組結果

　処理可能業者と業務委託を締結した。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

小学校校舎等改修事業
中学校校舎等改修事業

担当課 評価

学校施設課 3,800 千円 Ａ

評価理由

　令和2年度繰越事業を期限内に完了できた。

今後の課題

　大規模な改修となる前に、劣化度を見極め
て対応する必要がある。

改善策

　状況は日々変化するため、日常の点検によ
る把握に努める。

事業内容

　校舎、屋内運動場等の施設について、経年劣化等により支障
をきたしている箇所を改修する。

予算額

現状と課題

　改修・更新が必要な施設や設備は複数個
所あるが、全てに対応することは困難であ
る。

取組と改善点

　現状を把握して、実情に即した改修及び
更新とする。

取組結果

・西深井小学校外壁改修
・流山小学校他教室改修
・流山小学校他空調設備設置工事
・北部中学校トイレ改修
・北部中学校EV増築
　　　　　　　　　　他
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

小学校新型コロナウイルス
感染症対策事業

中学校新型コロナウイルス
感染症対策事業

担当課 評価

学校施設課 0 千円 Ａ

評価理由

　居ながら施工となったが、十分な対策で円
滑に実施できた。児童生徒からも改善された
トイレに対する喜びの声も寄せられた。

今後の課題

　新たな感染症対策が求められれば検討す
る。

改善策

　感染症対策の情報収集を継続する。

事業名

新市街地地区小学校
建設事業

新市街地地区中学校
建設事業

担当課 評価

学校施設課 84,233 千円 Ａ

評価理由

　計画のとおりに執行した。

今後の課題

　特になし

改善策

　特になし

事業内容

　学校トイレにおける床のドライ化、便器の洋式化、手洗い場
の自動水栓化及び、トイレ以外の蛇口をレバーハンドルにして
感染防止に努める。

予算額

現状と課題

　感染症拡大防止に向け早急な対策が求め
られる。

取組と改善点

　令和2年度からの繰越事業として進めた。

取組結果

　予定していた工程のとおり、完了するこ
とができた。

事業内容

　平成27年4月に開校した「おおたかの森小・中学校」の施設
を譲渡契約に基づき、令和16年度まで分割で支払うもの。

予算額

現状と課題

　独立行政法人都市再生機構への支払を行
う。

取組と改善点

　特になし

取組結果

　特になし
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

新市街地地区小学校
用地取得事業

新市街地地区中学校
用地取得事業

担当課 評価

学校施設課 3,822 千円 Ａ

評価理由

　計画のとおりに執行した。

今後の課題

　特になし

改善策

　特になし

事業名

小学校設備改修事業
中学校設備改修事業

担当課 評価

学校施設課 4,749 千円 Ａ

評価理由

　優先順位を考慮して、適切な改修ができ
た。

今後の課題

　児童生徒の安全を確保する上で、最優先事
業として予算を確保する必要がある。

改善策

　突発的な事案については、予備費の充当も
手段として検討する。

事業内容

　平成27年4月に開校した「おおたかの森小・中学校」の用地
を、令和15年度まで分割で支払うもの。

予算額

現状と課題

　独立行政法人都市再生機構への支払を行
う。

取組と改善点

　特になし

取組結果

　特になし

事業内容

　消防設備点検により指摘された不良個所等を改修して、安全
を確保する。

予算額

現状と課題

　経年劣化や機器の更新等、指摘箇所が複
数ある。

取組と改善点

　点検結果を踏まえて早期改修を実施す
る。

取組結果

　迅速な修繕対応ができた。

81



 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

八木北小学校校舎等
建設事業

担当課 評価

学校施設課 10,820 千円 Ａ

評価理由

　外構工事の一部について、新たに発生した
問題についても、対応の段取りを組めた。

今後の課題

　外構工事の一部について、速やかに完了し
て安全を確保する必要がある。

改善策

　施工者との協議を適宜に実施する。

事業名

新設小学校建設事業

担当課 評価

学校施設課 15,724 千円 Ａ

評価理由

　延伸していた外構工事は令和3年8月に完了
した。

今後の課題

　開校後は他校同様に施設の適正管理に努め
る。

改善策

　新設校ならではの運用上の改善点につい
て、注視していく。

事業内容

　八木北小学校区での児童数増加に対応するため、令和2年度
に校舎を増築し、続いて、令和3年度に屋内運動場を増築する
もの。

予算額

現状と課題

　継続・繰越事業としての実施で、学校運
営への影響が長期間になる。

取組と改善点

　監理者、施工者、学校と綿密な調整を実
施した。

取組結果

　学校の協力を得て、安全に工事を進める
ことができた。

事業内容

　おおたかの森小学校区及び小山小学校区の児童数増加に対応
するため、令和2年度中に「おおぐろの森小学校」を建設した
が、一部の工事を令和3年度に繰越したもの。

予算額

現状と課題

　工期を延伸した外構工事の一部につい
て、速やかに終える必要がある。

取組と改善点

　グラウンドの使用制限は学校運営にも影
響があるため、十分な協議が必要になる。

取組結果

　学校の理解と協力を得て、代替地での体
育活動としてもらえた。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

新設小学校（おおたかの森
地区）建設事業

担当課 評価

学校施設課 99,990 千円 Ａ

評価理由

　開校に向けた工程は予定どおりに進めるこ
とができている。

今後の課題

　令和4年度からは、建築工事を予定している
ため、遅滞なく工程を管理する。

改善策

　関係者との十分な協議を適宜に実施する。

事業名

小山小学校校舎等建設用地
取得事業

担当課 評価

学校施設課 103,738 千円 Ａ

評価理由

　計画のとおりに執行した。

今後の課題

　特になし

改善策

　特になし

事業内容

　おおたかの森小学校区の児童数増加に対応するため、令和6
年4月の開校に向けて（仮称）市野谷小学校を建設する。

予算額

現状と課題

　令和6年4月の開校に向けて実施設計の策
定が必要である。

取組と改善点

　市民参加条例に基づた、パブリックコメ
ントの実施を経て、基本設計を策定した。

取組結果

　実施設計の策定に着手することができ
た。

事業内容

　小山小学校の建設用地を、新市街地地区土地区画整理事業に
よる清算金対応として、分割で支払って取得するもの。

予算額

現状と課題

　独立行政法人都市再生機構への支払を行
う。

取組と改善点

　特になし

取組結果

　特になし
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

新設中学校建設事業

担当課 評価

学校施設課 4,700,667 千円 Ａ

評価理由

　令和3年度中に、建設を終えて開校すること
ができた。

今後の課題

　開校後は他校同様に施設の適正管理に努め
る。

改善策

　新設校ならではの運用上の改善点につい
て、注視していく。

事業名

【新】南流山中学校
移転事業

担当課 評価

学校施設課 154,562 千円 Ａ

評価理由

　開校に向けた工程は予定通りに進めること
ができている。

今後の課題

　令和4年度からは、建築工事を予定している
ため、遅滞なく工程を管理する。

改善策

　関係者との十分な協議を適宜に実施する。

事業内容

　おおぐろの森小学校の開校及び、小山小学校の児童数増加に
より、進学先となる中学校の需要増に対応するため、令和3年
度中に「おおぐろの森中学校」を建設したもの。

予算額

現状と課題

　令和4年4月の開校に遅れを生じさせない
ように工程管理をする必要がある。

取組と改善点

　施工中に発生する諸問題を、速やかに解
決し、工事の短縮を図った。

取組結果

　常に施工者と情報を共有することができ
た。

事業内容

　南流山小学校区の児童数が令和6年度に大幅に増加すること
が見込まれるため、現南流山中学校を（仮称）南流山第二小学
校として使用する。そのため、東洋学園大学旧校舎を中学校仕
様へ改造して南流山中学校を移転開校するもの。

予算額

現状と課題

　令和6年4月の開校に向けて実施設計の策
定が必要である。

取組と改善点

　市民参加条例に基づた、パブリックコメ
ントの実施を経て、基本設計を策定した。

取組結果

　実施設計の策定に着手することができ
た。
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－２　教育環境の整備

事業名

【新】南流山中学校移転先
用地・建物買取事業

担当課 評価

学校施設課 231,157 千円 Ａ

評価理由

　計画のとおりに執行した。

今後の課題

　特になし

改善策

　特になし

事業名

給食室等改修事業

担当課 評価

学校施設課 9,059 千円 Ａ

評価理由

　長崎小学校については、最新の児童生徒数
推計値及び想定値において、供用開始年度が
1年先送りとなった。
　八木北小学校については、増築を完了し
た。

今後の課題

　長崎小学校給食室建替工事は、予算を繰越
して事業を完了させる。

改善策

　関係者との十分な協議を適宜に実施する。

事業内容

　南流山中学校の移転先となる東洋学園大学旧校舎の用地及び
建物を取得するもの。

予算額

現状と課題

　流山市土地開発公社へ令和13年度まで分
割で支払を行う。

取組と改善点

　特になし

取組結果

　特になし

　令和4年度から供用開始が可能となるよう
工程を管理する。

取組結果

　新型コロナウルス感染症が影響した社会
情勢の変化も影響し、長崎小学校給食室建
替工事の入札が不調となった。

事業内容

　給食施設について、経年劣化等により支障をきたしている箇
所の改修及び保健所等からの指摘・改善要望箇所に対応するも
の。

予算額

現状と課題

　長崎小学校給食室を建替える必要が生じ
た。八木北小学校校舎等建設事業に併せ
て、給食室の増築を実施する。

取組と改善点
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－３　児童・生徒の安全確保と健康増進

事業名

就学事務事業

担当課 評価

学校教育課 1,397 千円 Ａ

評価理由

　就学事務に係る手続きを遅延なく正確に
行った。

今後の課題

　児童生徒数が増加傾向であるが、遅延なく
執行する必要がある。

改善策

　今後も電算処理により、効率的かつ正確に
通知を行う。

事業名

小中学校学校教育運営事業

担当課 評価

学校教育課 221,533 千円 Ａ

評価理由

　適正に処理されたことを確認した。特別支
援学級に介添員を適正に配置し就学支援の充
実が図られた。

今後の課題

　今後更に児童生徒数の増加が見込まれるこ
とから、更なる介添員の確保に努める必要が
ある。

改善策

　特別支援学級を所管している指導課と連携
を図り、各校へ適正に人員配置ができるよう
財政部門に予算要求をしていく。

現状と課題

　特別な支援を必要とする児童・生徒の就
学支援体制の充実を図る。

取組と改善点

　特別な支援の必要な児童生徒にきめ細か
な対応ができるように介添員を各校的確に
配置した。

取組結果

【介添員配置数】
　　小学校　89人
　　中学校　37人　　 計126人

　各種通知書発送を遅延なく実施した。

取組結果

就学時健康診断通知書　2,462件
小１入学通知書　　　　2,367件
中１入学通知書　　　　1,924件

事業内容

　市内小中学校の教育環境の充実を図る。

予算額

事業内容

　市立小中学校に就学する児童生徒の一覧表の作成並びに健康
診断通知書及び入学通知書を発送する。

予算額

現状と課題

　児童生徒数が増加傾向であり、事務作業
量の増大が見込まれる。

取組と改善点
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事業名

小中学校学校教育施設管理
事業

担当課 評価

学校教育課 5,625 千円 Ａ

評価理由

　教育環境保持のために、備品修繕を実施
し、適正に備品管理を行う。

今後の課題

　楽器備品を中心に老朽化が増えている状況
であるため、各校への配当予算を増加する必
要がある。

改善策

　各校の配当予算を増加できるよう財政部門
へ的確に要求していく。

事業名

小中学校就学援助事業

担当課 評価

学校教育課 115,990 千円 Ａ

評価理由

　就学援助事務に係る手続きを遅延なく正確
に行った。

今後の課題

　社会情勢を把握し、必要な就学援助を行
う。

改善策

　個別の家庭事情から認定判断を行う。

現状と課題

　経済的困窮世帯の児童生徒が、安心して
学校生活を送るため必要な家庭へ適正に就
学援助を行う。

取組と改善点

　主たる生計者の収入減等の家庭へは、特
別な基準で認定判断を行う。

取組結果

・小学校　　575人
・中学校　　383人
・特別支援教育就学奨励費
　受給者数　　　　270人

　前年度の各校の支出額から適正に予算を
配当することで、効率的に備品修繕を行っ
た。

取組結果

【修繕した備品件数】
　小学校  54件
  中学校　31件

事業内容

　経済的理由により就学困難な児童生徒について、学用品費等
の援助を行う。

予算額

事業内容

　備品の点検及び修繕を行い、教育環境の保持に努める。

予算額

現状と課題

　教育環境保持のため、備品の点検及び修
繕を効率的に行う。

取組と改善点
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事業名

学校保健検診事業

担当課 評価

学校教育課 25,232 千円 Ａ

評価理由

　児童生徒の長期欠席については長期休業中
に健康診断を行うよう呼びかけ、実施した。
　教職員の出張や児童生徒の欠席等は養護教
諭の呼びかけにより、他校を別日に健康診断
を実施した。

今後の課題

　健康診断を受診できなかった児童生徒に
は、期限を設定して受診の協力を要請する必
要がある。
　教職員健康診断の日程調整は受診期間が設
けられているため調整が難しい。また、職員
の受診資格と受診可能項目を明確にし、新規
採用職員等へ更に周知を徹底する必要があ
る。

改善策

　健康診断を受診できずにいる児童生徒の保
護者と連絡を密にとり、協力を呼び掛ける。
　教職員の健康診断の日程調整については市
教委と各校の養護教諭が連絡をとり合い、養
護教諭が窓口となって各校職員への周知を徹
底する。

　未受診者が出ないように学校行事や教職
員の研修会等との日程を調整した。

取組結果

・児童生徒受診者数
　眼科　　16,703人
　耳鼻科　16,581人
　歯科　　16,701人
　尿検査　17,030人
（在籍者数　17,104人）
・教職員受診者数
（受診者数／対象者数）
　胸部X線 （752人／787人）
　胃疾患  （250人／267人）
　尿検査  （717人／758人）
　血液検査（291人／304人）
　心電図　（329人／343人）

事業内容

　児童生徒を対象に、眼科検診、耳鼻科検診、歯科検診、尿検
査、その他の健康診断を実施する。
　教職員を対象に、胸部Ｘ線検査、胃疾患検診、尿検査、血液
検査、心電図検査等を実施する。

予算額

現状と課題

　全ての児童生徒及び教職員が健康診断を
受診する。未受診者が出ないように家庭や
職員との連携を密にする。

取組と改善点
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事業名

学校サポート看護師
派遣事業

担当課 評価

学校教育課 24,769 千円 Ａ

評価理由

　校外学習や出張等で養護教諭が不在の時
に、保健室を開けられることは児童生徒に
とって安心感を与えられた。医療的ケアを要
する児童生徒に個別で補助することができ
た。

今後の課題

　サポート看護師を要請する時期について、
各校で重なることがあるため、派遣日等の調
整を密に行う。

改善策

　毎学期、サポート看護師の連絡会議を設
け、取組や状況について報告を聞いている。
市内の医療的なケアを要する児童生徒につい
てのサポート看護師を対象とした研修会を設
定し、誰もが応急処置をできるようにしてい
る。養護教諭が主体となって、サポート看護
師との打ち合わせを綿密に行う。

現状と課題

　医療的ケアを要する児童生徒に対し、学
校や学校サポート看護師が医療的ケアを実
施できるよう、ガイドラインを策定の上、
対応する。

取組と改善点

　策定したガイドラインに基づき、医療的
ケアを実施した。

取組結果

　小・中学校において病気や怪我をしてい
る児童生徒の医療的な救急処置をはじめ、
健康のチェックや個別的に関わることが望
ましい児童生徒の補助、生活習慣に関する
援助・助言を中心に取組を実施した。

事業内容

　小中学校の児童生徒の健康管理及び保健教育の向上を図るた
め、市域を4地区に分け、各地区の小学校1校、中学校1校へ1人
ずつ合計8人の看護師を配置する。また、医療的ケアを要する
児童生徒に対応するための看護師を配置する。

予算額
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事業名

新型コロナウイルス感染症
対策事業（学校教育課　保

健衛生分）

担当課 評価

学校教育課 29,495 千円 Ａ

評価理由

　抗原検査キット等、新型コロナウイルス感
染症対策に必要な保健用物資を購入できた。

今後の課題

　感染状況に応じ、適宜必要な保健用物資を
購入する必要がある。

改善策

　新型コロナウイルス感染症の感染状況に留
意し、保健用物資の購入に必要な予算を要求
する。

事業名

学校給食事務管理事業

担当課 評価

学校教育課 41,415 千円 Ａ

評価理由

　衛生講習会等グループ研修は中止となった
が、研修で使用する予定であった資料を配付
し自主研修に努めた。

今後の課題

　新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏
まえ、各種研修の開催等を判断する。

改善策

　衛生講習会等グループ研修の開催が難しい
場合、自主研修等を実施する。

現状と課題

　栄養士及び調理員の知識の習得や技術の
研さんに努める。

取組と改善点

　食中毒予防の観点から衛生管理の知識を
深める衛生講習会、調理機器の取扱いにつ
いて学ぶ調理員研修会を実施する。

取組結果

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から、各種研修の開催及び参加を取りや
め自主研修を実施した。

　抗原検査キットや消毒用アルコール等、
保健用物資を購入する。

取組結果

　【購入した主な保健用品】
・抗原検査キット　511セット（1セット25
個）

事業内容

　児童生徒が学校給食を通じて健康で充実した生活を送ること
ができるよう、栄養士及び調理員に対して必要な研修や指導を
行う。

予算額

事業内容

　新型コロナウイルス感染症対策として、必要な保健用物資を
購入し、感染拡大防止に努める。

予算額

現状と課題

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止に努める。

取組と改善点
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事業名

学校給食施設管理事業

担当課 評価

学校教育課 118,236 千円 Ａ

評価理由

　適宜、必要な消耗品や備品の整備等をし
た。
また専門業者による給食設備の点検や清掃、
修繕及び害虫駆除を実施した。

今後の課題

　調理業務に必要な消耗品や備品等の整備を
行う。
　また給食設備の点検や清掃、害虫駆除等を
実施して、安心安全な学校給食の提供と衛生
管理の徹底に努める。

改善策

　給食設備の点検や清掃、害虫駆除等を夏季
休業中等に実施できるよう、遅滞なく契約事
務等を進める。

　消耗品や備品等の整備を行った。
　給食設備の点検や清掃、修繕等を行っ
た。
　害虫駆除業務を専門業者に委託し、衛生
管理の徹底を図った。

取組結果

　学校給食調理業務に必要な消耗品や備品
等の整備をした。
　給食施設の点検・清掃等を専門業者に委
託して実施した。
　害虫駆除業務を専門業者に委託して、衛
生環境の徹底に努めた。

事業内容

　児童生徒に安全安心な学校給食を提供できるよう、給食設備
の点検や清掃、害虫駆除等を実施するとともに、調理業務に必
要な消耗品や備品等の整備をする。

予算額

現状と課題

　調理業務に必要な消耗品や備品等の整備
をする。
　給食設備の点検や清掃、修繕等を行う。
　害虫駆除を実施し、衛生管理の徹底を図
る。

取組と改善点
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事業名

学校給食調理業務民間委託
事業

担当課 評価

学校教育課 447,129 千円 Ａ

評価理由

　計画に沿って入札を執行し、契約を締結し
た。

今後の課題

　令和6年度開校予定の新設校含め、今後も計
画に沿って調理業務民間委託を行う。

改善策

　必要に応じて計画の見直し等を行い、遅滞
なく調理業務の民間委託を進める。

現状と課題

調理業務民間委託
【新規】
　江戸川台小学校、おおぐろの森中学校
【更新】
　流山小学校、八木北小学校、東深井小
　学校、南流山小学校、八木中学校、
　南流山中学校

厨房機器賃貸借
　八木北小学校、おおぐろの森中学校

取組と改善点

　仕様書の作成、調理業務委託業者の事前
調査及び選定を実施した。

取組結果

　入札を執行し、契約を締結する。

事業内容

　学校給食の調理業務民間委託について、計画的に進める。
　また、新設校等の給食室の厨房機器の整備をする。

予算額
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事業名

学校調理場備品整備事業

担当課 評価

学校教育課 43,000 千円 Ａ

評価理由

　更新計画、児童生徒及びクラス数の増加に
応じて厨房機器等の整備を行った。

今後の課題

　更新計画に基づき厨房機器等の更新をして
いるが、突発的な故障等により変更が余儀な
くされることがある。

改善策

　必要に応じて更新計画を見直す。

　更新計画に基づき厨房機器等の整備を行
う。

取組結果

【更新した主な備品】
・回転釜　　　　　 13台
・食器消毒保管庫　　5台
・シンク　　　　　　3台
・立体炊飯器　　　　1台
・フードスライサー　1台
・冷蔵庫　　　　　　5台

事業内容

　児童生徒に安全安心な学校給食を提供できるよう、老朽化し
た給食室の厨房機器等の更新する。
　また、児童生徒数及びクラス数の増加に対応するため、配膳
台等の整備を行う。

予算額

現状と課題

　老朽化した厨房機器等の更新をする。
　児童生徒及びクラス数の増加に対応する
ため、配膳台等の整備をする。

取組と改善点
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事業名

学校給食食事環境整備事業

担当課 評価

学校教育課 16,000 千円 Ａ

評価理由

　更新計画、児童生徒増に応じて食器の更新
を行った。

今後の課題

　今後も更新計画に基づいて、また児童生徒
数の増加に応じて食器の購入を行う。

改善策

　必要に応じて更新計画を見直す。

現状と課題

　耐用年数が経過した食器を計画的に更新
する。
　児童生徒数の増加に伴う食器を購入す
る。
　おおぐろの森中学校の消耗品の整備をす
る。

取組と改善点

　更新計画、児童生徒数の増加に応じて食
器を購入する。

取組結果

【更新した主な消耗品】
　深皿、汁椀、飯椀、トレー
【更新した主な学校】
　向小金小学校、北部中学校、西初石小
　学校

事業内容

　児童生徒に安全安心な学校給食を提供できるよう、耐用年数
が経過した食器を計画的に更新するとともに、児童生徒数の増
加に伴う食器を購入する。
　また、令和4年度に開校するおおぐろの森中学校の消耗品の
整備をする。

予算額
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事業名

学校給食公会計化事業

担当課 評価

学校教育課 926,509 千円 Ａ

評価理由

　令和3年度分の学校給食費の徴収率は約
99.45％、滞納繰越分の学校給食費の徴収率は
約94.5％であった。

今後の課題

　電話連絡や自宅訪問等、連絡に応じない未
納者に対する督促業務の強化に努める。

改善策

　学校との連携を密に行い、児童手当からの
充当や法的措置等未納者対策を強化する。

　新型コロナウイルス感染症により、学級
閉鎖等が相次ぎ給食費の算定に係る業務が
膨大となった。

取組結果

　電話等に応じない未納者に対して、児童
手当からの徴収を行った。

事業内容

　学校給食費を市で一括管理し、学校現場の負担軽減や保護者
の利便性向上を図る。

予算額

現状と課題

　給食費の算定を行う。
　業者への支払いを遅滞なく行う。
　未納者に対して督促を行う。

取組と改善点
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事業名

いじめ防止対策推進事業

担当課 評価

指導課 23,260 千円 Ａ

評価理由

　いじめの未然防止のために、スクールロイ
ヤーが学校で職員研修や授業を実施した。
　令和3年度は全ての学校で実施できた。

今後の課題

　市内全小中学校で継続していじめの未然防
止や対応のための啓発を継続していく必要が
ある。
　QUの有効な活用を更に徹底していく必要が
ある。

改善策

　市内全小中学校でスクールロイヤーのいじ
め防止授業や、QU、ストレスチェックの有効
活用、市が策定したいじめの再発防止策に基
づいて、いじめの未然防止、早期発見、適切
な対応を徹底していく。

現状と課題

　令和3年度は4名のスクールソーシャル
ワーカーを配置した。
　また、QUについては、対象を小学3年生か
ら中学3年生に拡大し、年2回実施した。い
じめの早期発見と、適切な初期対応の更な
る徹底が課である。

取組と改善点

　スクールソーシャルワーカーが児童生徒
の置かれた環境に応じて、関係機関と連携
しながら対応した。
　また、スクールロイヤーは、いじめ防止
の職員研修や児童生徒向けのいじめ防止授
業を実施した。
　市内で発生した踏切事故の事故調査委員
会からの報告書を受けて、事故の再発防止
策を策定した。

取組結果

　令和3年度は、いじめ防止研修を全小中学
校で実施した。また、小学校、中学校の全
ての学校でスクールロイヤーによるいじめ
防止授業を行った。

事業内容

　スクールソーシャルワーカー等を配置し、いじめ、不登校、
児童虐待など児童生徒が置かれた環境への働きかけや関係機関
等とのネットワークの構築、連携・調整を行う。
　また、いじめや不登校などの予防と対策のためにQU（学級集
団アセスメント）を実施する。

予算額
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 Ⅴ　学校教育

Ⅴ－３　児童・生徒の安全確保と健康増進

事業名

流山子ども専用いじめ
ホットライン

担当課 評価

指導課 6,875 千円 Ａ

評価理由

　管理職や教職員に対して、各研修におい
て、教育相談窓口の啓発に努めることができ
た。また、専門相談員による個別の相談が、
相談者のいじめのなやみ解決につながってい
る。

今後の課題

　児童生徒のなやみは、いじめに限定される
ものではないので、広く「なやみ」として相
談を受ける必要がある。また、電話相談もア
プリによる相談も、匿名による報告であるた
め、いかにスピード感をもって、解決に向け
て対応していくかが課題である。

改善策

　様々な機会を通して、アプリをはじめとし
た教育相談の窓口を周知させるとともに、報
告があった際には関係機関と迅速につながり
対応していく。

　市内全中学校の1年生を対象に、「脱いじ
め傍観者授業」の実施、各研修会で登録の
増進を訴える等取り組んだ。
　いじめ防止に関するリーフレット等を配
付し、いじめの防止に努めた。

取組結果

　「脱いじめ傍観者授業」を実施したこと
で、生徒はいじめ防止に対する意識を高め
た。また、ホットラインやアプリ等の周知
を図り、いじめに関する相談を受けること
ができた。

事業内容

　いじめや学校生活で悩む児童生徒からの相談に、専門相談員
が電話やメールで対応し、いじめ相談の早期発見・早期解決を
図る。また、中学生には「いじめ報告・相談アプリSTOP it」
を活用し、相談環境の充実に努める。

予算額

現状と課題

　令和3年度のいじめホットラインによる電
話相談件数は15件である。
　また、令和3年度の相談アプリ「STOP
it」での相談件数は29件である。
　利用件数の増加が課題である。

取組と改善点
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５．学識経験者の意見  

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定に基

づき、教育に関し学識経験を有する方２名を点検評価委員に委嘱した。  

以下は、点検評価委員からの意見である。  

 

 

 令和 3 年度は昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の対応

対策に追われながらの教育行政の推進の年だったと思います。子ども

たちをはじめとした市民の安全と健康を第一優先に日々奮闘対応され

てきた教育行政や教育の現場に携わる皆様に、まずもって敬意を表し

ます。  

 

１  全体的な評価  

 今回所轄する事業 104 のうち、コロナ禍のため事業そのものが実施

できなかった事業が 3 事業、B 評価が 3 事業、他はすべて A 評価であ

り、昨年度にも増して高い達成率です。関係各部署のたゆまない努力

の成果であると当年度も高く評価します。B 評価であった 3 事業の内、

何らかのコロナ禍の影響を受けて完遂できなかった事業が 2 事業あり

ます。さらに「指定等文化財保存活用整備事業」のように B 評価とは

いえ、保存・修復方法の再検討を行ったために令和 4 年度に変更した

事業もあります。 B 評価のこれら 3 事業はやむを得ない事由によるも

のと判断します。  

 一方、A 評価であった事業についても、今後の課題を念頭にさらな

る向上や充実を図るための対策や改善を着実に実行実現できるよう今

後とも取り組むとともに、生涯学習をはじめとした各課の事業につい

て、事業目的や意義、効果を十分に検討し、新規事業の立ち上げ、事業

の継続や廃止に取り組んでください。  

 新型コロナウイルス感染症対策のため、実施できなかった事業は昨

年に比して少なくなりました。新型コロナウイルス感染症対策を講じ、

創意工夫をしながら実施にこぎ着け、成果を得たものと評価します。  

 教育予算について、教育予算の確保に引き続き一層努めていただき
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たいと思います。生涯学習や学校教育が充実し、人びとが住みたくな

るような流山市にするために、教育予算の充実が何よりも欠かせませ

ん。教育予算確保に努めていただきますよう重ねてお願いします。  

 「生涯教育」においては、多様な生涯学習機会の充実を図るため、あ

らゆる年代に対応した事業展開がなされているものと評価します。流

山市は 2021 年の調査で人口増加数全国 1 位、人口増加率でも 3 位と

なる全国有数の人口増の都市です。若い子育て世代が急増し、小中学

校も新設され、若さと活気に満ちています。一方では、高齢世帯が多

い地区もあります。「ゆうゆう大学」、「夏休み子ども教室」、「家庭教育

事業」など、あらゆる世代に対応した支援事業の拡大や充実を今後と

も期待します。  

 また、生涯学習の環境整備のため、老朽化した施設の整備や改修に

今後も引き続き計画的・継続的に対応していってください。  

 文化芸術・歴史にかかる事業では、昨年実施できなかった「美術活

動支援事業」「文化祭開催事業」「市民音楽祭開催事業」が新型コロナ

ウイルス感染症対策をしながら実施できたことを評価します。  

 スポーツにかかる事業では、各事業ともに新型コロナウイルス感染

症対策の創意工夫を図り、実施したことを評価します。  

 子ども・子育てにかかる事業では、昨年実施できなかった「青少年

主張大会運営事業」が A 評価で実施できたことを評価します。「姉妹都

市少年スポーツ交流事業」については引き続き事業の継続を図ってく

ださい。青少年の健全育成のための諸事業はニーズを捉え、的確に運

営していることを評価します。  

 学校教育においては、「学校教育内容充実事業」や「情操教育推進事

業」が B 評価ですが、他の一連の事業が着実に実行されています。今

後も「学びに向かう力と自立する子どもを育む」学校教育のさらなる

充実のために、一つ一つの事業の見直しと改善を図り、魅力ある学校

づくりを推進していってください。  

 学校教育環境の整備については、 ICT 環境整備の促進が課題です。  

 ICT の活用は、さらには生涯学習の場においても事業実施効果の高

い大変有効なものです。ぜひ、学校教育環境の整備について引き続き

研究推進していってください。  
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２  個別の事業ごとの評価  

Ⅰ  生涯学習  

Ⅰ－１  多様な生涯学習機会の充実  

（１）基盤・学習機会整備事業（生涯学習課）  

  昨年実施できなかった成人式式典が新型コロナウイルス感染症対

策を講じて、2 部形式で実施しています。新成人とともに丁寧に実施

検討を重ねた結果の開催となったことを評価します。  

  成人式のあり方が問われています。従来の形式にとらわれること

なく、成人式の意義を問い直しながら、新成人とともに作り出す実

施計画を今後も立案していってください。  

（２）夏休みの学校開放による「夏休み子ども教室」事業（公民館）  

  昨年実施できなかった事業です。今回は新型コロナウイルス感染

症対策を講じて実施にこぎつけました。今後も課題となっているス

タッフの人員確保と学校施設の確保に努め、実施拡充を図ってくだ

さい。  

（３）高校・大学等との連携による学習充実事業（公民館）  

  新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかった事業です。

今後も新型コロナウイルス感染の影響のため、実施できないことも

あるかもしれませんが、事業の趣旨を踏まえて、事業内容を検討し

ながら事業継続を図ってください。  

（４）ライフステージに対応した学習充実事業（公民館）  

  「ゆうゆう大学」「子ども体験教室」等、新型コロナウイルス感染

症対策をそれぞれ工夫し、実施にこぎ着けたことを評価します。  

（５）家庭教育事業（公民館）  

子育て世代が多い当市においては、乳幼児を持つ親の交流の場、

情報交換の場を設けることは子育て支援として非常に効果の高い事

業です。特に乳幼児対象の講座はニーズの高い事業ですので、課題

として指摘されているように、市民に周知を図り、より充実した事

業として継続を図ってください。  

（６）図書館奉仕事業（図書館）  

  おはなし会と各種講座の参加者数が前年度比 394.2％というよう

に非常に大幅な増加です。他に利用者数、貸出点数、宅配サービス
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利用者数・貸出点数も大幅増加です。様々な工夫を凝らした取組を

高く評価します。  

（７）図書館情報提供サービス事業（図書館）  

  昨年度引き続きスマートフォンによる情報提供サービス事業やイ

ンターネットによる予約数も前年度増です。こどものページのアク

セス数が減少しています。原因を精査し、改善を図ってください。  

Ⅰ－２  生涯学習の環境整備  

（１）おおたかの森図書館ピックアップサービス拡充事業（図書館）  

  新規事業です。計画どおり事業が順調に展開されていることを評

価します。課題となっている予約資料の保管や、貸出までの時間に

ついては効率的な運営に努め、改善を図ってください。しかし、現

状のスペースでは対応しきれなくなることも容易に推測されます。

他の対応方法も検討してください。  

 

Ⅱ  文化芸術・歴史  

Ⅱ－１  市民主体の文化芸術活動の促進  

（１）美術活動支援事業・文化祭開催事業・市民音楽祭開催事業（生涯

学習課）  

  昨年度は新型コロナウイルス感染症対策として実施できなかった

事業です。新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施できたこと

を評価します。次年度以降も実施充実を図ってください。  

Ⅱ－２  優れた文化芸術に親しめる機会の充実  

（１）市民芸術劇場事業（生涯学習課）  

  新型コロナウイルス感染症対策のため実施できず残念です。次年

度の継続を図ってください。  

（２）国際室内楽音楽祭共催事業（生涯学習課）  

  国際室内楽音楽祭は 2 年連続で中止になり残念です。次年度の開

催に向け、準備をしていってください。  

Ⅱ－３  歴史的文化的遺産の保存・活用  

（１）指定等文化財保存活用整備事業（博物館）  

  「B」評価です。「秋元家住宅土蔵」について、保存・修復方法の

再検討により保存修復工事は次年度に繰り越されたとのことですの
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で、予算が当初予定より増加することが見込まれそうです。長き保

存に耐え得るように予算を確保し、適切な保存修復工事を行うこと

が肝要です。  

（２）博物館活動事業（博物館）  

  課題となっている「これまでと違う活動・周知方法」の改善策と

してあげているホームページ上の体験講座の活用やデジタルアーカ

イブの導入、 SNS の活用など次年度以降の事業での導入に期待しま

す。  

 

Ⅲ  スポーツ  

Ⅲ－１  スポーツ活動の促進  

（１）東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地等誘致事業

（スポーツ振興課）  

オリンピック開催が新型コロナ感染症の影響を受けて１年延期に

なりました。  

新型コロナウイルス感染症対策を万全にし、実施できたことを評

価します。  

   オリンピック後の交流を「継続した交流」として持続していくこ

とが大切です。  

（２）みんなのスポーツ活動推進事業の他、スポーツ関連事業（スポ

ーツ振興課）  

  みんなのスポーツ活動推進事業の他、健康・体力づくり活動事業

など、スポーツ振興にかかる推進事業については、昨年に引き続き

新型コロナウイルス感染症対策を図りながら、「できること」、「でき

ないこと」を峻別し、可能な範囲で実施できたことを評価します。  

Ⅲ－２  スポーツ環境の整備  

（１）体育施設維持管理事業、体育施設備品等整備事業、体育施設改

修・整備事業（スポーツ振興課）  

  各事業とも、計画どおり事業が実施できたことを評価します。  
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Ⅳ  子ども・子育て  

Ⅳ－１  学童クラブの充実  

（１）学童クラブ施設整備事業（教育総務課）  

新設小学校開校に伴い、学童クラブを整備する必要があります。

遅滞なく開設できるよう事業を確実に実施してください。  

Ⅳ－２  青少年の健全育成の促進  

（１）青少年主張大会運営事業（生涯学習課）  

  昨年中止となった大会です。高校の参加がなかったのが残念です。

息の長い大会として次年度以降も市内の高等学校とも連携し、実施

していってください。  

（２）姉妹都市少年スポーツ交流事業  

  新型コロナウイルス感染症の影響のため、実施できなかったこと

を残念に思います。姉妹都市との交流事業は地に足のついた交流が

大切です。事業の意義を再確認し、市民に周知しながら交流事業の

継続を図ってください。  

（３）青少年相談事業（生涯学習課）  

  青少年相談体制の充実を図ることは、不登校やいじめ防止など、

教育現場が抱える課題解決の一助として大変重要です。今後とも、

相談体制の整備と強化、充実を図ってください。  

 

Ⅴ  学校教育  

Ⅴ－１  豊かな学びを支える教育内容の充実  

（１）入学準備金貸付事業（教育総務課）  

制度の周知に苦心していることがわかります。本制度への問合せ

はあったものの利用件数はゼロでした。高等学校や専修学校への入

学準備金の調達が困難な保護者に対する支援制度です。課題解決の

ための改善策にあるように保護者の要望をすくい上げ、より充実し

た制度となるよう制度改正や、他の制度への転換も視野に入れ、改

善を図ってください。  

（２）学校サポート教員派遣研究事業（指導課）  

  学校サポート教員（学習サポート教員、指導員、算数数学学習指

導員）派遣事業は順調に成果を上げています。今後もますます需要
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が高まるものと考えます。それぞれの学校現場のニーズに応えた制

度として一層の充実を図ってください。  

（３）教育指導人材充実事業（指導課）  

学習等の学校支援につながる優れた地域人材の活用を図った事業

です。今後も学校のニーズに沿って効果的な活用を図ってください。 

（４）地域による学校支援事業（指導課）  

  地域の力を学校教育に生かしていくことはこれからの学校教育に

おいて極めて効果的です。学校支援コーディネーターを中心に地域

連携活動を展開し、地域と学校それぞれのニーズと課題を把握し、

活動の充実を図ってください。  

（５）小学校教育指導運営事業及び中学校教育指導運営事業（指導課） 

  学校図書館の充実を図って、学校図書館司書を配置する事業を推

進していることを高く評価します。今後も学校図書館司書の活用を

推進し、 2 校 1 名の配置をさらに進め 1 校 1 名の配置を目指してい

ってください。早期に実現することを期待します。  

（６）学校教育内容充実事業（指導課）  

  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、職場体験学習や音楽

発表会等が中止となり残念です。今後も継続的に実施するとともに、

実施内容を精選し、充実を図ってください。  

（７）情操教育推進事業（指導課）  

「B」評価。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施できな

かった学校があったために「 B」評価となったようです。観劇 6 校、

音楽鑑賞 11 校で実施し、いずれも児童生徒に感動を与える取組とな

ったようです。次年度は全校で実施できるよう取り組んでください。 

（８） ICT 学習空間整備事業（指導課）  

校内無線 LAN 環境の整備とタブレット端末をすべての児童生徒

に配布できたことを評価します。今後はハード面の整備や保守点検

とともに指導できる教員の育成やスキルアップが課題です。民間企

業との連携協力を得ながら、GIGA スクール構想の実現に向け、精力

的に取り組んでください。  

（９）特別支援教育推進事業（指導課）  

  一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進は今後も最
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重要課題です。  

  今後も就学相談支援体制を一層充実させるために、担当者の専門

性と指導力向上のための取組の充実を図ってください。  

（ 10）教育研究企画室運営管理事業  

  相談対応を一層充実させるためにスクールカウンセラーの勤務日

数を 30 日分増やすなど、相談体制の強化にあたっている点を評価し

ます。また、不登校児童生徒の支援充実を図り、教育支援センター

の整備として、新たに「フレンドステーションしんかわ」の開設計

画を進める点も高く評価します。不登校児童生徒を流山市内から一

人でも多く減らすよう今後も支援体制の充実強化を図ってくださ

い。  

Ⅴ－２  教育環境の整備  

  教育環境整備に係る諸事業はすべて計画どおり事業が実施されて

いることを評価します。今後も遅滞なく教育環境整備に尽力してく

ださい。  

Ⅴ－３  児童・生徒の安全確保と健康増進  

15 の事業すべて、適切に実施されているものと判断します。  

（１）いじめ防止対策推進事業（指導課）  

  昨年度「B」評価の事業。スクールソーシャルワーカーやスクール

ロイヤーの配置や活用はいじめや不登校、児童虐待といった今日の

学校教育が抱える課題を解決する手段として非常に有効です。スク

ールロイヤーによる職員研修や授業が実施できたことを評価しま

す。いじめの起きにくい学級集団を作っていくことは学級担任なら

ば誰もが願うことです。せっかく QU を導入実施しても、それを生

かすも無にするも教職員の技量と感性が問われます。不断の研修を

通して技量を磨き、意識改革を図っていくしかありません。息の長

い事業となることを願っています。  

（２）流山こども専用いじめホットライン（指導課）  

  いじめ防止対策推進事業のひとつとして継続している事業です。

スマートフォンやパソコンからのいじめ報告や相談が簡単にできる

アプリの登録数も少しずつ増加しているようです。今後も周知方法

を工夫改善しながら相談体制を強化してください。「脱いじめ傍観者
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授業」の実施で生徒のいじめ防止意識も向上したと思います。今後

も創意工夫を凝らした様々な取組を行い、いじめ防止対策を強化推

進していってください。いじめ相談は様々な相談チャンネルを複線

的に整えることによって早期発見、早期対応が可能になります。い

じめ問題だけではなく、学校生活に関する相談や虐待の相談等にも

活用できる取組です。現場の教職員の方々も、児童生徒から発せら

れる様々なシグナルを見逃さずキャッチできる感性を磨いていって

ください。  

 

３  評価表の形式や表現について  

  評価表について、Ａ３判からＡ４判に変更されましたが、大変見

やすく感じました。また大変扱いやすいものとなりました。  

 

点検評価委員  千田  茂夫  

 

 

 

１  全体的な評価   

（１）令和 3 年度は、前年度から続く厳しいコロナ禍において第 2 期

流山市教育振興基本計画に掲げる教育活動を滞ることなく実施

し、主要事業 104 の内「A」評価が 98 事業、「Ｂ」評価が 3 事業、

「評価に該当しない」に至ってはわずか 3 事業という、とても高

い目標達成率を示した結果の自己評価であった。  

その根拠には本報告書の個表に、事業実施に当たっての様々な

工夫や取り組みなど努力の足跡が随所に表れていた。このモチベ

ーションを維持して次年度以降の教育活動につながっていくこと

を期待する。  

（２）生涯学習においては、ゆうゆう大学のネット配信、家庭教育講

座の YouTube 配信、電子書籍の増加、ロードレース大会のオンラ

イン開催、青少年主張大会のライブ配信など ICT 化への取り組み

が顕著であった。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、従来

の学習形態や活動形態の変更を強いられた側面があったとして
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も、大きな業績として高く評価する。  

今回のアクションを ICT 化への萌芽期と捉え、平時においても

積極的に ICT を活用した事業展開を推進されたい。  

（３）学校教育においては、小山小学校区第 5 おおたかの森ルームの

整備、八木北小学校校舎等の増築、おおぐろの森小学校の外構工

事、新設小学校及び南流山中学校移転に係る基本設計の策定、南

流山中学校移転先用地・建物の買取など、多数の一連の大事業を

所管し大量の業務を概ね順調に遂行させた業績を、先ずは大いに

評価する。  

今後の（仮称）市野谷小学校・（仮称）南流山第二小学校整備、

南流山中学校の移転整備及び新設小学校 2 校への学童クラブの整

備については、新型コロナウイルス感染症の影響はもとより世界

情勢の悪化や物価の高騰などから事業費への影響が充分見込まれ

るため、期限のある建設工事に支障を来さないよう財源確保を共

有した組織マネジメントを発揮して、予定事業を完遂させていた

だきたい。  

  

２  個別の事業ごとの評価  

Ⅰ  生涯学習  

Ⅰ－ 1 多様な生涯学習機会の充実  

（１）基盤・学習機会整備事業  

コロナの影響により、式典を 2 回に分けて開催し盛況の内に終了

したことは理解したが、参加者の反響はどのようなものであったか、

その点の記載が欲しかった。  

（２）図書館奉仕事業  

レファレンスサービス（調べもの相談）は、公立図書館の強みと言

える特徴あるサービスでホームページ上でも展開しているもので、

現在まで自己評価の形跡もなく残念である。当該事業の一部であり、

重要な指標の一つでもあるため、次回からは是非加えていただきた

い。  
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Ⅰ－ 2 生涯学習の環境整備  

（１）東部公民館施設整備改修事業  

  外壁レンガの一部剥落を放置せず、速やかに改修工事を実施した

点を高く評価したい。新型コロナウイルス感染症前では年間 5 万人

を超える不特定多数の方が利用する施設なので、特殊建築物等定期

調査での指摘箇所に対しては本件と同様に、利用者の安全を第一に

建物及び設備の改善、改修に取り組まれたい。  

 

Ⅱ  文化芸術・歴史  

Ⅱ－ 2 優れた文化芸術に親しめる機会の充実  

（１）サロンコンサート開催事業  

事業の発祥地である市役所ロビーは、手狭で運営面において大変

苦慮されていることが窺える。この会場に固執せず、市内を巡回し

て多くの市民に生演奏の音楽を届けるというスタイルに修正して、

事業効果をさらに高めていただくことを提案したい。  

Ⅱ－ 3 歴史的文化的遺産保存・活用  

（１）博物館活動事業  

博物館（博物館の関連施設も含む）の入館者を増やす呼び水とし

て、ホームページ上に PR 動画の導入を検討されたい。  

 

Ⅲ  スポーツ  

Ⅲ－ 1 スポーツ活動の促進  

（１）みんなのスポーツ活動推進事業  

主要事業のコミュニティフェスティバルが中止になったことから

判断すると、「 A」評価が適当なのか、再度点検されたい。  

（２）スポーツ講習会・大会開催事業  

流山ロードレース大会のオンライン形式で開催した点を評価す

る。残念なのはその努力の証として参加者の反響はどのようなもの

であったか、振り返りが欲しかった。  

Ⅲ－ 2 スポーツ環境の整備  

（１）体育施設維持管理事業  

施設の維持管理費（体育施設備品等整備事業含む）のコスト面や
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他のスポーツ施設との使用料格差から判断すると、「公共施設の使用

料設定に当たっての基本方針」に基づき有料化へ移行した、安定的

で効率的な管理スタイルが望まれる。  

（２）体育施設改修・整備事業  

総合運動公園野球場に観覧席等が整備される予定だが、運用開始

に当たっては施設機能の向上に伴う利用拡大や指定管理者の管理施

設という特性から考え、観覧席の使用料を新設するか、あるいは現

行の野球場使用料を増額するなどの検討が望まれる。  

 

Ⅳ  子ども・子育て  

Ⅳ－ 2 青少年の健全育成の促進  

（１）青少年主張大会運営事業  

中学生の発表では、県及び国の大会で優秀な成績を収めている実

績のある事業なので、大勢の一般市民を来場者に取り込むためにも、

休日開催を検討されたい。  

（２）げんき村キャンプ場運営管理事業  

近年のキャンプブームや総合運動公園バーべキュー場のオープン

などから鑑みると、公の施設に整理した管理体制への移行が望まれ

る。  

 

Ⅴ  学校教育  

Ⅴ－ 1 豊かな学びを支える教育内容の充実  

（１）教育指導人材充実事業・地域による学校支援事業・流山市部活

動支援事業・情操教育事業  

これら一連の事業については、生涯学習部が有する社会教育登録

人材やノウハウを活用して学社連携・学社融合の一層の強化のもと、

事業の拡大や充実を図られたい。  

（２）小学校教育指導運営事業・中学校教育指導運営事業  

児童と生徒では読書環境も異なるのが当然と考えられるが、自己

評価はほぼ同じという粗いものになっている。再度点検の上、見直

されたい。  
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Ⅴ－ 2 教育環境の整備  

（１）給食室等改修事業  

主要事業の長崎小学校給食室立替工事の入札が不調になり、事業

を次年度に繰越したことを考えると、「A」評価が適当なのか、再度

点検されたい。  

Ⅴ－ 3 児童・生徒の安全確保と健康管理  

（１）流山市子ども専用いじめホットライン  

児童・生徒にとっては簡便な相談（ SOS）ツールなので、「早期発

見」「早期対応」「早期解決」に向けて、専用ホットライン利用の一層

の周知に取り組まれ、いじめの実相把握に近づけていただきたい。  

 

３  評価表の形式や表現について  

  特になし。  

 

点検評価委員  戸部  孝彰  

 


